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（第

一
類

第
六
号
）

昭
和
三
十
七
年
二
月
九
日
（
全
曜
日
）

午
前
十
時
二
十
四
分
開
議

出
席
委
員

委
員
長
　
農
内
　
義
雄
若

理
事
上
村
千

一
部
君

口
軍
自
井
　
荘

一
君

理
事
入
末
　
徴
雄
君

血
軍
米
田
　
吉
盛
君

理
事
山
中
　
吾
郎
君

伊
藤

郷

一
君

田
川
　
徹

一
君

中
村
席

一
郎
君

松
山
千
息
子
君

杉
山
元
治
郎
君

鈴
木
　
義
男
＝

出
席
国
務
大
臣

文

部

大

臣

出
席
政
府
委
員

文
部
政
務
次
官

が
り
が
ジ
官

露
難
精

繁
君

び
脚
脚
Ⅶ
官
杉
江
　
満君

露
醐
隠
嚇
栗
康雲

委
員
外
の
出
席
若

参

議

院

議

員
　
豊
瀬

禎

一
君

い
』
岬
『
暇
躍
鏡
　
滝
本
　
邦
彦
ト

専
　
　
門
　
　
員
　
石
井

　

場
君

二
月
入
ロ

委
員
前
田
榮
之
助
君
辞
任
に
つ
き
、
そ
の

補
欠
と
し
て
松
前
重
義
君
が
議
長
の
指
名

で
委
員
に
選
任
さ
れ
た
。
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坂
田
　
道
大
君

高
橋
　
英
吉
君

演
野
　
清
吾
君

南
　
　
好
雄
君

〓
末
　
喜
夫
君

谷
口
善
太
郎
君

荒
木
萬
講
夫
君

長
谷
川
　
曖
君

宮
地
　
　
茂
君

稲
田

衆第
四

議古
国
院会

録

第

十

号

る
も
の
の
う
ち
か
ら
所
棉
庁
が
任
命
す

２
つ

。

２
　
翻
伸
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（意
見
の
聴
取
等
）

第
二
条

調
檸
委
員
は
、
期

日
を
定
め

て
、
当
事
者
に
対
し
、
出
頭
を
求
め
て

そ
の
意
見
を
き
き
、
又
は
資
料
の
提
出

を
求
る
こ
と
が
で
き
る
。

（湖
伴
成
立
前
の
措
置
）

第
六
条
　
調
停
委
員
は
、
調
伴
を
行
な
ら

に
つ
い
て
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
個
件
成
立
前

の
捕
橙
と
し

て
、
当
事
者
又
は
当
該
学
校
法
人
紛
争

に
係
る
学
校
法
人
に
対
し
、
調
停
の
成

立
を
因
槃
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為

に
つ
き
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（合
意
に
よ
る
調
停
の
成
立
）

第
七
条
　
当
事
者
の
全
部
又
は
一
部
の
問

に
合
意
が
成
立
し
、
か
つ
、
調
停
委
Ц

が
こ
れ
を
相
当
と
落
め
て
調
停
書
に
記

載
し
た
と
き
は
、
当
議
当
事
者
の
間
に

調
停
が
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

（訓
停
案
に
よ
る
訓
停
の
措
置
等
）

第
入
条
　
調
停
委
員
は
、
当
事
者
の
全
部

の
間
に
前
条
に
規
定
す
る
合
意
が
成
立

し
た
場
合
を
除
き
、
適
当
な
時
期
に
、

調
伴
委
員
の
全
員
の
一
致
を
も
つ
て
調

伴
案
を
作
成
し
て
こ
れ
を
当
事
若
に
示

し
、
相
当
と
認
め
る
期
限
を
附
し
て
そ

の
受
藷
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
調
停
案
を
作
成

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
事
者

に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
し
、
意
見
を

同
月
九
日

委
員
洩
沼
享
子
君
及
び
山
ロ
シ
ヅ
エ
者
辞

任
に
つ
き
、
そ
の
補
欠
と
し
て
井
伊
誠

一

君
及
び
前
田
榮
之
助
君
が
議
長
の
指
名
で

委
員
に
選
任
さ
れ
た
。

〓
一月
八
日

学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
に
関
す
る
法
律

案
（内
閣
提
出
第

一
二
一
号
）

は
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

本
目
の
会
議
に
付
し
た
素
件

参
考
人
出
頭
要
求
に
関
す
る
件

学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
に
関
す
る
法
律

案
（内
閣
提
出
第

一
二
一
号
）

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（千
葉
千
代
世
君
外

四
名
提
出
、
参
法
第

七
号
Ｘ
予
）

学
校
教
育
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（豊
瀬
禎

一
君
外
四
名
提
出
、
参
法
第
入

号
Ｘ
予
）

義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
債

に
関
す
る
法
律
案

（内
閣
提
出
第

一
〇
二

号
）
義
務
教
育
諸
学
校
の
児
童
及
び
生
徒
に
対

す
る
教
科
書
の
給
与
に
関
す
る
法
律
案

（山
中
吾
郎
君
外
九
名
提
出
、
衆
法
第

一

三
号
）

教
科
書
法
案
（山
中
吾
郎
君
外
九
名
提
出
ヽ

衆
法
第

一
四
号
）

文
化
財
保
護
に
関
す
る
件

０
櫻
肉
委
員
長
　
こ
れ
よ
り
会
議
を
開
き
ま

す
。学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
に
関
す
る
法
律

案
を
議
題
と
し
、
政
府
よ
り
提
案
理
由
の
脱

明
を
聴
取
い
た
し
ま
す
。
長
谷
川
文
部
政
務

次
官
。学

崚
法
人
綸
争
の
調
停
等
に
関
す
る
法

律
案学
校
法
人
紛
争
の
目
停
等
に
関
す
る

法
律

（目
的
）

第

一
条
　
こ
の
法
律
は
、
学
校
法
人
紛
争

が
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
学
校
法
人
の
正

常
な
管
理
及
び
運
営
が
行
な
わ
れ
な
く

な
り
、
か
つ
、
そ
の
た
め
当
骸
学
校
法

人
が
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
に
至
つ

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
紛
争
の
処
理

に
関
し
調
停
そ
の
他
の
措
置
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
学
校
法
人
の
正
常
な
管

理
及
び
運
営
を
図
り
、
も
つ
て
私
立
学

校
に
お
け
る
教
育
の
円
滑
な
実
施
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（嚢

）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「学
校
法

人
」
と
は
、
私
立
学
校
法
（昭
和
二
十
四

年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
二
条
に
規

定
す
る
学
校
法
人
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「私
立
学
校
」
と

は
、
学
校
法
人
の
設
置
す
る
学
校
教
育

法
（昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第

一
条
に
規
定
す
る
学
校

（当
秩
学
校

法
人
が
私
立
学
校
法
第
六
十
四
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
各
種
学
校
を
設
置
し

て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
「
当
馘
各
種

学
校
を
含
む
。）
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「学
校
法
人
紛

争
」
と
は
、
学
校
法
人
の
役
員
又
は
評

議
員
の
間
に
お
け
る
当
該
学
校
法
人
の

管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
紛
争
を
い

４
　
こ
の
法
律
に
お
い
て

「当
事
者
」
と

は
、
学
校
法
人
紛
争
が
あ
る
場
合
に
お

け
る
当
談
紛
争
に
係
る
役
餞
又
は
評
議

員
（当
該
紛
争
に
よ
り
学
校
法
人
の
役

員
又
は
詳
議
員
の
地
位
を
失
つ
た
者
を

含
む
。
）を
い
う
。

５
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「所
幡
庁
」
と

は
、
私
立
学
校
法
第
四
条
に
規
定
す
る

所
縮
庁
を
い
う
。

（”騨
付
の
開
駆
じ

第
二
条
　
所
轄
庁
は
、
学
校
法
人
紛
争
が

生
じ
、
こ
れ
に
よ
り
学
校
法
人
の
正
常

な
管
理
及
び
運
営
が
行
な
わ
れ
な
く
な

り
、
か
つ
、
そ
の
た
め
当
議
学
校
法
人

が
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
に
至
つ
た

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
学
校
法
人
紛

争
の
解
決
の
た
め
、
当
事
者
の
中
出
に

よ
り
、
又
は
私
立
学
校
法
第
九
条
第

一

項
に
規
定
す
る
私
立
学
校
審
議
会
、
同

法
第
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
私
立

大
学
審
機
会
若
し
く
は
学
校
教
育
法
第

七
十
条
の
七
第

一
項
に
規
定
す
る
高
等

専
門
学
校
審
議
会

（以
卜
昼
裏
Ｅ
ご
と

い
う
。
）
の
建
議
に
よ
り
若
し
く
は
あ
ら

か
じ
め
審
議
会
の
意
見
を
き
き
職
権
を

も
つ
て
、
学
校
法
人
紛
争
調
曇
響
員

雲

下
「調
停
委
員
」と
い
う
。）
に
調
停

を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（開
停
委
員
）

第
四
条
　
調
伴
委
員
は
、
三
人
以
上
二
人

以
下
と
し
、
事
件
ご
と
に
、
審
議
会
の

委
員
そ
の
他
の
者
で
学
議
経
験
を
有
す

（
三

二

五

）



第

一
類
第
六
号
　
　
文
教
委
員
会
議
録
第
十
一
号
　
昭
和
三
十
七
年
三
月
九
日

述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

調
停
委
員
は
、
前
項
の
勧
告
を
し
た

と
き
は
、
理
由
を
附
し
て
当
該
蘭
停
案

を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
事
者
の
す
べ
て
が
第

一
項
の
期
限

内
に
調
停
案
を
受
諾
し
、
か
つ
、
そ
の

旨
を
記
載
し
た
文
書
に
署
名
押
印
し
て

こ
れ
を
調
伴
委
員

に
提
出
し
た
と
き

は
、
当
議
調
停
染
に
つ
き
、
当
事
者
の

間
に
合
意
が
成
立
し

た
も

の
と
み
な

し
、
＝
伴
が
成
立
し
た
も
の
と
す
る
。

第

一
項
の
期
限
内
に
当
事
者
の
一
部

が
＝
僣
案
を
受
諾
し
な
か
つ
た
場
合
に

お
い
て
も
、
当
徹
調
停
案
を
受
諾
し
た

者
の
間
に
当
核
調
停
案
に
つ
い
て
調
件

を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
調
停
委
員
は
、
当
鉄

調
停
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

当
該
受
群
者
に
対
し
同
意
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
議
受
詰
者
の
す
べ
て
が
同
意
し
「
か

つ
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
文
書
に
署
名

押
印
し
て
こ
れ
を
調
停
委
員
に
提
出
し

た
と
き
は
、
当
秩
蘭
停
案
に
つ
き
、
当

散
受
諸
者
の
間
に
合
意
が
成
立
し
た
も

の
と
み
な
し
、
調
停
が
成
立
し
た
も
の

と
す
る
。

首
項
首
段
の
規
定
に
よ
り
調
停
を
成

立
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
受
諾
者
に
対

し
同
意
を
求
め
る
場
合
に
お
い
て
、
必

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
調
停
委

員
は
、
自
停
案
を
受
藤
し
な
か
つ
た
者

に
対
し
、
当
激
調
停
案
を
受
講
す
べ
き

こ
と
を
勧
普
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
当
誠
調

伴
案
を
受
諾
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
を

前
項
の
受
諾
者
と
み
な
し
て
同
項
の
規

定
を
適
用
す
る
。

６
　
調
停
委
員
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ

る
調
停
案
を
当
事
者
に
示
し
た
日
か
ら

相
当
な
期
間
を
経
過
し
て
も
雷
停
が
成

立
す
る
に
至
ら
な
い
と
き
は
、
翻
停
を

打
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

（調
停
成
立
後
の
措
置
）

第
九
条
　
所
轄
庁
は
、
成
立
し
た
調
停
の

内
容
の
実
施
に
つ
い
て
、
当
該
謝
伴
に

係
る
当
事
者
若
し
く
は
当
該
学
校
法
人

紛
争
に
係
る
学
校
法
人
か
ら
報
告
を
求

め
「
又
は
必
要
に
応
じ
て
調
査
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２
　
所
帖
庁
は
、
当
事
者
が
正
当
な
理
由

が
な
い
の
に
成
立
し
た
調
停
の
内
容
を

履
行
せ
ず
、
又
は
そ
の
内
容
に
違
反
し

た
と
潔
め
る
と
き
は
、
当
談
当
事
者
に

対
し
、
そ
の
調
停
の
内
容
を
履
行
す
べ

き
こ
と
、
又
は
そ
の
違
反
行
為
を
是
正

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
命
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（解
職
又
は
辞
職
の
勧
告
及
び
解
職
等
）

第
十
条
一　
当
事
者
が
前
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
場
合
に
お
い

て
、
当
誠
当
事
者
を
解
職
し
な
け
れ
ば

当
霰
学
稜
法
人
の
正
常
な
管
理
及
び
迅

営
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る

と
き
は
、
所
輔
庁
は
、
当
誠
学
校
法
人

に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
期
間

内
に
当
該
当
事
者
を
解
職
す
べ
き
こ
と

を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
入
条

第

一
項
の
調
停
案
に
係
る
当
事
者
で
同

条
第
二
項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
調
停
が
成
立
し
た
も
の
と
さ

れ
な
か
つ
た
者
を
解
職
し
な
け
れ
は
当

該
学
校
法
人
の
正
常
な
管
理
及
び
運
営

を
図
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と

き
も
、
同
様
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
誠
学
校

法
人
が
当
議
勧
告
に
係
る
措
離
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
所
軸
庁
は
、
当
按
学
校
法
人
に
対

す
る
勧
告
に
代
え
て
「
直
接
当
議
当
事

者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
期

間
内
に
辞
職
す
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

３
　
所
幣
庁
は
、
首
二
項
の
勧
告
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
「
あ
ら
か
じ
め
、
当

蔽
勧
告
に
係
る
者
に
対
し
て
介
明
の
機

会
を
与
え
る
た
め
に
近
知
す
る
と
と
も

に
、
審
議
会
の
意
見
を
き

か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
腋
勧
告
に
係
る
者
又
は
そ
の
代
理
人

は
、
所
幡
庁
に
対
し
て
介
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

４
　
第

一
項
の
勧
告
に
係
る
当
事
者
が
同

項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
解
職
さ
れ
な

い
場
合
又
は
第
二
項
の
勧
告
に
係
る
当

事
者
が
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
辞

職
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
学
校

法
人
の
正
常
な
管
理
及
び
運
営
を
図
る

た
め
他
に
方
法
が
な
い
と
認
め
る
と
き

は
、
所
絆
庁
は
、
当
議
勧
告
に
係
る
者

を
解
琥
し
、
か
つ
、
解
職
し
た
者
の
後

任
者
の
選
任
に
つ
い
て
、
当
被
学
校
法

人
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
解

職
さ
れ
た
者
が
私
立
学
校
法
第
二
十
八

条
第

一
項
第

一
号
に
掲
げ
る
校
長
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
同
時
に
校
長

の
職
を
失
う
も
の
と
す
る
。

（所
梢
庁
の
資
料
提
出
要
求
等
）

第
十

一
条
　
所
帖
庁
は
、
第
二
条
の
規
定

に
よ
り
調
件
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学

校
法
人
紛
争
に
係
る
学
校
法
人
又
は
そ

の
役
員
粛
し
く
は
評
議
員
に
対
し
、
必

要
な
資
料
の
提
出
を
求
め
、
及
び
当
談

学
校
法
人
の
根
簿
書
類
そ
の
他
必
要
な

物
件
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（各
種
学
校
の
設
置
の
み
を
目
的
と
す

る
法
人
に
関
す
る
準
用
規
定
）

第
十
二
条
　
こ
の
法
律
の
規
定
は
「
私
立

学
校
法
第
六
十
四
条
第
四
項
の
法
人
に

つ
い
て
準
用
す
る
。

（政
令
へ
の
委
任
）

第
十
三
条
　
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の

の
ほ
か
、
調
僣
委
員
、
調
停
手
続
そ
の

他
こ
の
法
律
の
実
施
に
つ
い
て
曇
贅
な

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附
　
川

（施
行
期
＝
）

１
　
こ
の
法
律
は
．
公
布
の
＝
か
ら
起
算

し
て
一
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

↑
」
の
法
神
の
施
行
の
日
前
に
生
し
た

学
校
法
人
紛
争
に
対
す
る
適
用
）

２
　
こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
旅
行
の

日
前
に
生
し
た
学
校
法
人
紛
争
で
、
こ

の
法
律
施
行
の
日
以
後
引
き
続
き
絲
続

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
適
用
が

あ
る
も
の
と
す
る
。

（文
部
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

３
　
文
部
有
設
置
法

（昭
和
二
十
四
年
法

律
第
＝
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

日
次
中

「日
立
の
学
校
そ
の
他
の
機

関
（第
十
四
条
―
第
二
十
七
条
ビ
を
「囲

立
の
学
校
そ
の
他
の
機
関

（第
十

四

条
―
第
二
十
七
条
の
二
ど
に
改
め
る
。

第
五
条
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

十
七
の
二
　
学
校
法
人
紛
争
の
処
理

の
た
め
必
要
な
措
置
を
行
な
う
こ

・．′』
。

第
十
二
条
第

一
項
第
二
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
■
　
文
郎
大
臣
が
そ
の
所
幡
庁

理

山

学
校
法
人
の
正
常
な
管
理
及
び
運
営
を

図
り
、
も
つ
て
私
立
学
校
に
お
け
る
教
育

の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
学
校
法

で
あ
る
学
校
法
人
に
つ
い
て
の
学

校
法
人
紛
争
の
処
理
の
た
め
必
要

な
措
置
を
行
な
う
こ
と
。

第
十
三
条
第

一
項
第
四
号
中

「審
議

会
等
」
の
下
に
「並
び
に
第
二
十
七
条
の

二
に
掲
げ
る
学
校
法
人
紛
争
冒
停
委

員
」を
加
え
る
。

第
十
四
条
中
「及
び
第
二
十
七
条
」を

「
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
七
条

の

一
ご
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第

一
頭
の
表
の
下
欄
中

「私
立
学
校
法
」
を
「私
立
学
校
法
（昭
和

二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
及
び

学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
に
関
す
る
法

律
（昭
和
三
十
七
年
法
律
第

　

号
ど

に
改
め
る
．

第
二
章
第
二
節
中
第
二
十
七
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（学
校
法
人
紛
争
欄
停
委
員
）

第
二
十
七
条
の
二
　
本
省
に
学
校
法
人

紛
争
調
伴
委
員
を
置
く
。

２
　
学
校
法
人
粉
争
調
停
委
員

の
権

限
、
任
命
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て

は
、学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
儡
側
す

る
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
こ
の
法
神
の
有
効
期
限
）

４
　
こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
日
か
ら
思
算
し
て
二
年
を
経
過
し

た
日
に
、
そ
の
効
力
を
失
う
。
た
だ

し
、
こ
の
法
律
が
効
力
を
失
う
＝
前

に
成
立
し
た
瀾
仔
及
び
当
該
調
件
に

係
る
こ
の
律
法
の
規
定
に
よ
る
そ
の

他
の
措
置
に
関
し
て
は
、
当
議
二
年

を
経
過
し
た
＝
以
後
も
、
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
。



ノ

人
紛
争
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ
り
学
校
法
人

の
正
常
な
管
理
及
び
運
営
が
行
な
わ
れ
な

く
な
り
、
か
つ
、
そ
の
た
め
当
該
学
校
法

人
が
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
に
至
つ
た

場
合
に
お
け
る
当
議
紛
争
の
処
理
に
関
し

調
停
そ
の
他
の
構
世
を
定
め
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る

理
由
で
あ
る
。

０
長
谷
川
政
府
委
員
　
こ
の
た
び
提
案
い
た

し
ま
し
た
学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
に
関
す

る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
の
理

由
及
び
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
御
説
明
中
し

〕
１１

げ
ま
す
。

わ
が
国
の
学
校
教
育
に
お
い
て
、
私
立
学

校
は
■
要
な
一
翼
を
に
な
い
、
そ
の
特
色
あ

る
教
育
と
伝
統
あ
る
学
風
に
よ
っ
て
教
育
文

化
の
進
展
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
名
城
大
学
に
見
ら
れ
る
ご
之

く
、
学
校
法
人
の
理
事
、
評
議
員
の
間
に
な

い
て
長
期
に
お
た
り
、
深
刻
な
紛
争
が
続
け

ら
れ
、
た
め
に
、
理
事
会
の
機
能
は
、
麻
輝

し
、
法
令
、
寄
付
行
為
等
に
違
反
す
る
事
態

が
旭
こ
っ
て
い
る
私
立
学
校
が
あ
る
の
は
、

遺
偲
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
放
健
す
る
こ
と
は
、

ひ
と
り
当
撲
学
校
の
教
臓
員
ヽ
学
生
、
父
兄

の
不
幸
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
．
私
立
学
校

全
般
の
名
誉
に
も
側
係
す
る
重
大
問
題
で
あ

り
ま
す
。

木
法
案
は
、

こ
の
よ
う
な
事
情
に
照
ら

し
、
学
校
法
人
紛
争
の
解
決
の
た
め
の
措
置

と
し
て
、
次
の
方
法
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
．

ま
ず
、
第

一
に
学
校
法
人
紛
争
は
、
本
来

訴
訟
で
は
解
決
の
で
き
な
い
性
質
の
も
の
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
新
た
に
調
停
制

度
を
設
け
て
、
所
轄
庁
の
任
命
す
る
調
停
委

員
に
よ
る
調
伴
を
行
な
い
、
学
校
法
人
の
紛

争
を
実
情
に
印
し
て
公
正
迅
速
に
解
決
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
に
、
調
停
委
員
に
よ
り
咸
立
し
た
調

停
を
受
諾
し
な
が
ら
、
当
事
者
が
、
こ
れ
に

違
反
し
、
そ
れ
に
対
す
る
是
正
命
令
に
も
従

わ
な
い
場
合
、
ま
た
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を

尽
く
し
て
も
な
お
当
事
者
が
翻
伴
案
を
受
書

せ
ず
、
こ
の
た
め
紛
争
が
継
続
し
、
学
校
法

人
の
正
常
な
管
理
お
よ
び
運
営
を
は
か
る
こ

と
が
で
き
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
所
轄
庁
が

私
立
大
学
審
議
会
等
の
意
見
を
暉
い
て
、
当

事
者
の
解
職
ま
た
は
辞
職
の
勧
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
第
二
に
、
さ
ら
に

そ
の
勧
告
に
も
応
じ
な
い
場
合
に
お
い
て
、

や
む
を
得
な
い
手
段
と
し
て
そ
の
者
を
解
職

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
い
た
す
も
の
で

あ
り
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
措
置
は
、
現
行
法
に

よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
解
散
に
至
る
前
の．救

済
方
法
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
案
は
、
以
上
の
措
置
に

よ
り
ま
し
て
当
面
す
る
紛
争
を
で
き
る
だ
け

す
み
や
か
に
解
決
し
、
学
校
法
人
の
正
常
な

管
理
及
び
運
営
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
有
効
期
限
を
二
年

と
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
の
理
由
及

び
内
容
の
あ
ら
ま
し
で
あ
り
ま
す
。
何
と

ぞ
、
十
分
御
審
議
の
上
Ｄ
す
み
や
か
に
御
賛

成
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Ｏ
櫻
肉
委
員
長
　
補
足
説
明
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
を
詐
し
ま
す
。
杉
江
局
長
。

０
杉
江
政
府
委
員
　
た
だ
い
ま
提
案
に
な
り

ま
し
た
学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
に
関
す
る

法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
仰
説
明
が
ご
ざ
い
ま

し
た
の
で
、
若
千
補
足
説
明
を
い
た
し
ま
す
。

条
を
通
っ
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第

一
条
は
、
こ
の
法
律
案
の
目
的
を
規
定

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
は
、
学

横
法
人
紛
争
が
生
し
、
こ
れ
に
よ
り
学
校
法

人
の
正
常
な
管
理
、
運
営
が
行
な
わ
れ
な
く

な
り
、
そ
の
た
め
当
秩
学
校
法
人
が
法
令
の

規
定
に
違
反
す
る
に
至
つ
た
と
い
う
〓
つ
の

要
件
に
嵌
当
す
る
場
合
に
お
い
て
、
調
停
委

員
に
よ
る
調
停
そ
の
他
の
措
置
を
行
な
う
こ

と
に
よ
り
、
学
校
法
人
の
正
常
な
管
理
、
運

料謎
脚
ｒ社
は費
冤
森
肌

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
条
は
、
用
語
の
定
義
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
法
律
に
お
け
る

用
語
の
う
ち
、
学
校
法
人
、
名
立
学
校
ま
た

は
所
轄
庁
と
は
、
私
立
学
校
法
で
い
う
そ
れ

ぞ
れ
の
川
薔
と
同
様
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
法

律
に
お
い
て
学
校
法
人
紛
争
と
は
、
学
校
法

人
の
役
員
ま
た
は
評
議
員
の
間
に
お
け
る
当

法
学
校
法
人
の
管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
の

紛
争
を
い
う
旨
を
定
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
法
律
に
お
け
る
当
事
考
と
は
、
学
校
法

人
紛
争
に
関
係
あ
る
役
餞
ま
た
は
評
議
員
と

し
、
当
骸
紛
争
に
よ
り
役
ｎ
ま
た
は
評
議
員

の
地
位
を
失
っ
た
者
を
含
む
旨
を
定
め
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
条
は
、
調
停
の
開
始
に
つ
い
て
の
規

定
で
あ
り
ま
す
。
学
校
法
人
紛
争
に
よ
り
、

学
校
法
人
の
正
常
な
竹
理
、
運
営
が
行
な
わ

れ
な
く
な
り
、
そ
の
た
め
当
識
学
校
法
人
が

法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
に
至
っ
た
場
合
に

お
い
て
、
所
幡
庁
は
、
当
事
者
の
中
し
出
ま

た
は
審
議
会
の
建
議
も
し
く
は
審
議
会
の
意

見
を
出
き
、
職
権
に
よ
り
襴
停
委
員
に
調
停

を
行
な
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
四
条
は
、
講
伴
委
員
三
人
以
上
五
人
以

下
と
し
、
事
件
ご
と
に
、
審
議
会
の
委
員
そ

の
他
学
戯
経
験
者
の
う
ち
か
ら
任
命
す
る
こ

と
を
、
第
五
条
は
、
調
停
委
員
の
権
限
と
し

て
、
当
事
者
に
出
頭
を
求
め
て
意
見
を
聞

き
、
ま
た
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
旨
を
、
第
六
条
は
、
調
停
の
成
立
を
困

難
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
に
つ
き
調
停

委
員
が
必
要
な
勧
告
を
行
な
い
得
る
旨
を
規

定
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
七
条
は
、
調
停
を
行
な
っ
て
い
る
う
ち

に
、
当
事
者
の
間
に
合
意
が
成
立
し
、
そ
の

合
意
を
調
伴
委
員
が
相
当
と
認
め
て
棚
停
書

に
記
載
し
た
と
き
は
．
調
停
が
成
立
す
る
も

の
と
す
る
規
定
で
あ
り
ま
す
。

第
入
条
は
、
調
停
案
に
よ
る
調
伴
に
つ
い

て
の
規
定
で
あ
り
ま
す
。
自
然
の
合
意
に
よ

る
調
停
が
成
立
し
な
い
と
き
は
、
調
停
委
ハ

は
、
当
事
者
の
意
見
を
聞
き
全
員

一
致
で
酬

伴
案
を
作
成
し
、
期
限
を
付
し
て
当
事
者
に

受
諾
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
キ
一と
と

し
、
こ
の
場
合
調
絆
委
員
は
、
調
停
案
を
公

表
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
当
事
者
の
全
員
が
、
そ
の
期
限
内
に
調

停
案
を
受
藷
し
た
と
き
は
、
調
伴
が
成
立
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
を
原
則
と
い
た
し
ま
す

が
、全
員
が
受
諾
し
な
い
場
合
に
お
い
て
も
、

調
仔
委
員
が
、受
諾
し
た
者
だ
け
の
間
に
お
い

て
も
調
伴
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
者
の
間
に
い
わ
ば

一
部
の
調
伴
が
成
立
す
る
こ
と
と
し
て
紛
争

の
解
決
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
九
条
は
、
成
立
し
た
調
伸
の
内
容
を
確

保
す
る
た
め
の
所
糖
庁
の
措
性
と
し
て
、
必

要
な
報
告
を
求
め
、
ま
た
調
停
内
容
に
違
反

し
た
場
合
等
に
是
正
の
た
め
必
要
な
抽
世
を

命
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

第
十
条
は
、
解
職
ま
た
は
辞
職
の
働
告
及

び
解
職
等
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
所
婦
庁
の
是
正
命
令
の

達
反
者
、
ま
た
は
、
淵
伴
の
成
立
し
な
い
当

事
者
に
つ
い
て
、
そ
の
者
が
当
該
役
員
ま
た

は
評
議
員
の
職
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
は

学
校
法
人
の
正
常
な
管
理
運
営
を
は
か
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
所
幣
庁

は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
者
に
弁
明
の
機
会
を

与
え
る
と
と
も
に
審
議
会
の
意
見
を
聞
い
た

上
、
当
該
学
校
法
人
に
対
し
そ
の
者
の
解
職

の
勧
書
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、

な
お
こ
の
場
合
当
談
学
校
法
人
が
勧
告
に
か

か
る
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
法
人
に
か
え
て
直
接

そ
の
者
に
辞
職
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
定
め
、
さ
ら
に
勧
告
に
か
か
る
者
が

解
職
さ
れ
な
い
場
合
ま
た
は
辞
職
し
な
い
場

合
に
お
い
て
、
学
校
法
人
の
正
常
な
管
理
お

ょ
び
運
営
を
は
か
る
た
め
他
に
方
法
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
や
む
を
得
な
い
措

置
と
し
て
．
当
議
勧
件
に
か
か
る
者
を
解
職

で
き
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
十

一
条
は
、
調
伴
委
員
に
調
停
を
行
な

わ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
所
軸
庁

は
資
料
提
出
、
帳
縛
書
類
等
の
調
査
が
で
き

る
こ
と
と
し
、
第
十
二
条
は
、
こ
の
法
律
の

規
定
の
準
学
校
法
人
へ
の
準
用
に
つ
い
て
定

め
、
第
十
三
条
は
、
実
施
規
定
の
政
令
へ
の

委
任
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
附
題
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
川
＝

及
び
経
過
描
雌
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
第
四
項
に
お
い
て
、
こ
の
法

律
は
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
■
年
を
群
過

し
た
日
に
効
力
を
失
う
こ
と
を
定
め
て
お
り

ま
す
。
以
上
が
こ
の
法
律
案
の
概
要

で
あ
り
ま

す
。

０
櫻
内
委
員
長
　
次
に
予
備
審
査
の
た
め
付

託
さ
れ
て
お
り
ま
す
学
校
教
育
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
ｉｌｌ
案
（参
法
第
七
号
）及
び
学
校

教
育
法
の
一
郡
を
改
ｉｌｌ
す
る
法
律
案

（参
法

第
八
号
）
の
画
案
を
一
括
晟
題
と
し
、
提
出

者
よ
り
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
い
た
し
ま

す
。
参
議
院
議
員
豊
瀬
檀

一
若
。
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十
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十
七
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曜
日
）

午
後
二
時
十
七
分
開
会

委
員
の
異
動

本
日
委
員
堀
本
宜
実
君
、
泉
山
三
六
君
、
費

澤
喜

一
君
及
び
東
隆
君
辞
任
に
つ
き
、
そ
の

補
欠
と
し
て
温
水
二
郎
君
、
横
山
フ
ク
君
、

山
本
杉
君
及
び
片
岡
文
重
君
を
議
長
に
お
い

て
指
名
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

出
席
者
は
左
の
通
り
。

委
量
長

理
事

大
矢

正
君

委
員

国
務
大
臣

文

部

大

臣

政
府
委
員
　
　
′

文
部
政
務
次
官

文
部
大
臣
官
房
長

数
脚
準
勁
瞥
紳
． 北

畠

荻
真
君

野
本
　
品
吉
君

近
藤
　
鶴
代
君

豊
瀬
一　
禎
．一
君

井
川
　
伊
平
君

横
山
　
フ
ク
君

下
條

康
職
君

杉
浦
　
武
雄
君

田
中
　
啓

一
君

山
本

　

杉
君

千
葉
千
代
世
君

米
国
　
　
勲
君

柏
原
　
ヤ
ス
君

片
岡
　
文
重
君

荒
木
萬
奮
夫
君

臨
川霧
・

院

国第
四
十
会回

参

議

文

教

委

員

会

会

議

録

第

十

号

杉
江

清
君

英
司
君

工
楽

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

○
参
考
人
の
出
席
要
求
に
関
す
る
件

○
学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
に
関
す
る
法
律

案
（内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

０
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償

に
関
す
る
法
律
案

（内
閣
提
出
、
衆
議
院

送
付
）

０
委
員
長
（大
矢
正
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
文

教
委
員
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
委
員
の
異
動
に
つ
き
御
報
告
い
た

し
ま
す
。

本
日
、
東
隆
君
及
び
堀
本
宜
実
君
が
辞
任

さ
れ
、
そ
の
補
欠
と
し
て
片
周
文
重
君
及
び

温
水
三
郎
君
が
そ
れ
ぞ
れ
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

０
婆
員
長
（大
矢
正
君
）

こ
の
際
、
参
考
人

の
出
席
要
求
に
関
す
る
件
に
つ
き
お
諮
り
い

た
し
ま
す
。

鶴
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償

に
関
す
る
法
律
案
の
審
査

の
た
め
、
明
後

日
、
参
考
人
を
招
致
し
、
意
見
を
聴
取
い
た

す
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
が
、
御

暴
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

０
委
員
長
（大
矢
正
君
）

御
曇
議
な
い
と
認

め
ま
す
。
な
お
、
参
考
人
の
人
選
及
び
そ
の

他
の
手
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
を
委
員

長
及
び
理
事
に
御

一
任
願
い
た
い
と
存
し
ま

丁
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

文
部
省
管
理
局
長

事
務
局
側
錨
難
際
販

０
委
員
長
（大
失
正
君
）

御
異
議
な
い
と
認

め
ま
す
。
さ
よ
う
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
い
う
具
体
的
な
例
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に

一
で
学
校
の
管
理
運
営
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
開
い
た
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
実

態
に
つ
い
て
政
府
で
把
握
し
て
い
る
点
を
述

べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
概
略
で

け
っ
こ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
前
国
会

の
委
員
会
で
も
そ
の
点
が
述
べ
ら
れ
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
後
の
状
況
で
け
っ
こ
う
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

Ｏ
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

現
状
に
お
き
ま

し
て
は
、
学
校
の
管
理
運
営
は
三
者
審
議
会

と
い
う
も
の
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
三
者
と
い
い
ま
す

の
は
、
教
授
会
と
教
職
員
組
合
と
学
生
会
の

代
表
者
、
こ
の
三
者
で
構
成
さ
れ
て
お
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
三
者
審
議
会
に
よ
る

学
校
の
管
理
は
三
十
四
年
の
十

一
月
に
開
始

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
教
職
員
の
給

料
、
大
学
維
持
に
必
要
な
経
費
は
、
学
生
が

Ｏ
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

た
だ
い
ま
そ
の

詳
細
な
収
支
決
算
書
は
持
ち
合
わ
せ
て
お
り

ま
せ
ん
が
．

０
千
葉
千
代
世
君

大
体
で
け
っ
こ
う
で

す
。
何
と
か
運
営
で
き
て
…
１
．

０
政
府
委
員
（杉
江
清
着
）

労
働
金
庫
に
授

業
料
を
預
金
し
て
、
そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

必
要
経
費
を
支
弁
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
学
校
を
維
持

す
る
、
最
低
限
度
の
現
状
を
維
持
運
営
す
る

に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ぎ
る
経
験
を
そ
こ
か
ら

支
出
し
て
い
る
、
こ
う
い
う
現
状
で
ご
ざ
い

ま
す
。
た
と
え
ば
先
生
の
俸
給
も
そ
こ
か
ら

支
払
っ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
生
活
費
を
支
給
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
俸
給
の
金
額
を
必

ず
し
も
支
弁
し
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、

増
俸
、
給
与
の
引
き
上
げ
等
も
ず
う
と
行
な

わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
そ
の
学
校
の

施
設
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ま
た
設
備
の

補
修
増
強
等
に
つ
い
て
も
、
ほ
ん
と
う
に
現

状
を
維
持
す
る
に
必
要
な
経
費
の
支
弁
は
こ

こ
か
ら
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

新
し
ぐ
施
設
を
建
て
」
ま
た
自
設
備
を
充
実

第
六
部

文
教
委
員
会
会
議
録
第
十
号
　
昭
和
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第
大
部

文
教
委
員
会
会
議
録
第
十
号
　
昭
和
三
十
七
年
二
月
二
十
七
日

【参
餞
院
】

す
る
と
い
う
よ
う
な
積
極
的
な
利
用
は
行
な

わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
で
、
そ
う
い
っ
た
最

低
限
度
の
必
要
経
費
を
ま
か
な
う
と
い
う
籠

囲
に
お
い
て
は
ど
う
に
か
や
っ
て
お
る
と、
い

う
の
が
現
状
で
ご
ぎ
い
ま
す
。

Ｏ
千
粛
千
代
世
君
　
教
職
員
の
俸
給
に
つ
い

て
は
最
低
必
要
限
度
を
こ
れ
か
ら
ま
か
な
っ

て
い
る
と
、
正
式
に
俸
給
表
ど
お
り
い
た
だ

い
て
い
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、

散
職
員
は
学
校
に
対
し
て
使
τ
が
あ
る
わ
け

で
す
ね
、
平
た
い
言
葉
で
申
し
ま
す
と
。
大

体

一
人
平
均
ど
の
く
ら
い
の
貸
し
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。
・

０
意
府
委
員
（杉
江
清
君
）

ち
ょ
っ
と
正
確

な
数
字
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
。

０
千
葉
千
代
世
君
　
と
い
う
の
は
、
御
承
知

の
よ
う
に
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員
、
そ

の
他
に
つ
い
て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
あ
り
ま
し

た
し
、
民
間
産
業
で
も
そ
れ
ぞ
れ

ベ
ー
ス

ア
ツ
プ
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
す
る
と
、
名

城
大
学
で
は
長
い
間
紛
争
の
中
に
お
り
ま
し

た
た
め
に
、
散
職
員
の
方
々
の
生
活
も
非
常

に
週
迫
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
今
ぎ

り
ぎ
り
限
魔
耐
え
て
、
何
と
か
学
校
が
よ
い

運
営
が
さ
れ
て
い
っ
た
な
ら
ば
、
自
分
た
ち

の
生
活
も
そ
れ
に
沿
っ
で
明
る
く
な
っ
て
、

教
育
の
効
果
ヽ
十
分
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
こ
う
い
う
希
望
を
抱
い
て
長
い
こ
と

お
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
今
の

公
務
員
あ
る
い
は
民
間
の
給
与
に
比
べ
て
、

非
常
な
低
い
生
活
で
ご
し
ん
ぼ
う
な
さ
っ
た

わ
け
で
す
か
ら
、
こ
の
倍
財
が
相
当
に
あ
る

と
思
う
の
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
法
案

が
で
き
て
、
よ
い
運
営
が
さ
れ
て
い
け
ば
、

当
然
こ
れ
は
教
職
員
が
そ
こ
へ
貸
し
た
も
の

と
し
て
、
こ
れ
は
早
急
に
そ
う
い
う
支
払
い

関
係
等
も
円
満
に
い
く
よ
う
な
お
考
え
で
ご

ぎ
い
ま
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

０
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

そ
の
解
決
に
つ

い
て
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
調
停
の
内
容
に

も
、
そ
う
い
う
点
が
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
し
、
ま
た
。
も
し
調
停
の
内
容
に
そ
の

こ
と
が
含
ま
れ
ま
せ
ん
場
合
に
お
い
て
は
、

学
校
法
人
が
そ
の
正
常
な
管
理
及
び
運
営
を

行
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
暁
に
は
、
そ
の

船
争
期
間
中
の
い
ろ
い
ろ
な
不
備
を
補
正

し
、
た
だ
い
ま
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
も

適
切
な
解
決
が
な
さ
れ
る
も
の
と
、
私
ど
も

は
考
え
て
お
り
ま
す
。

０
千
葉
千
代
世
君
　
重
ね
て
伺
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
円
滑
な
教
育
の
実
施
と
か
、
そ
れ
か

ら
学
校
法
人
の
正
常
な
管
理
と
か
運
営

と

か
、
こ
う
い
う
中
に
は
当
然
教
職
員
の
方
々
、

そ
れ
か
ら
職
員
の
方
々
で
す
ね
。
こ
れ
が
非

常
な
し
ん
ぼ
う
の
中
に
力
を
結
集
し
て
、
そ

う
し
て
何
と
か
盛
り
上
げ
た
い
と
し
ル
ぼ
う

し
た
わ
け
で
す
か
ら
、
や
は
り
調
停
の
内
容

の
中
に
、
そ
う
い
ぅ
ふ
う
な
、
盛
ら
れ
る
用

意
が
十
分
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
、
局
長
の
御
答
弁
の
申
に

は
、
あ
る
い
は
調
停
の
中
に
そ
の
項
目
が
入

る
か
も
し
れ
な
い
、
こ
ぅ
い
う
お
話
で
ご
ざ

い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
伺
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
調
停
の
内
容
の
中
に
、
や
は
り
き
ち

ん
と
し
た
そ
う
い
う
項
目
を
入
れ
ら
れ
る
用

意
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
う
い
う
点
伺
い
ま

ｔＯ
政
府
委
員
（杉
江
着
君
）

こ
の
法
律
の
建

前
は
、
学
校
紛
争
を
解
決
す
る
と
い
う
こ
と

に
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
「
そ
の
学
校
紛

争
と
い
う
も
の
は
、
学
校
紛
争

一
般
を
さ
し

て
い
る
の
で
は
な
く
し
て
、
い
わ
ゆ
る
学
校

法
人
の
役
員
相
互
の
間
の
紛
争
を
さ
し
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
そ
の
学
校
法

人
の
役
員
の
間
の
紛
争
そ
の
■
の
を
解
決
す

る
こ
と
が
、
こ
の
法
律
の
主
た
る
ね
ら
い
で

あ
る
わ
け
な
ん
で
す
。
そ
の
学
校
法
人
の
役

員
０
相
互
の
紛
争
が
解
決
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ

る
学
校
法
人
が
学
校
を
管
理
す
る
機
能
が
回

復
い
た
し
ま
す
な
ら
ば
、
そ
の
機
能
に
信
頼

し
て
、
他
の
問
題
は
適
切
な
解
決
を
は
か
っ

て
い
こ
う
と
い
ぅ
の
が
基
本
的
な
か
ま
え
で

ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
学
校
繊
争
の
内
容
に

は
、
単
に
理
事
者
相
互
の
争
い
と
い
う
だ
け

で
な
く
て
、
い
ろ
ん
な
要
素
が
か
ら
ん
で
お

り
ま
す
か
ら
、
そ
の
学
校
紛
争
の
重
要
な
事

項
は
調
停
の
内
容
に
含
ま
れ
る
可
能
性
は
多

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
よ
う
な
間

題
は
、
調
停
の
内
容
に
入
っ
て
こ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
性
質
の
も
の
で
も
必
ず
し

も
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
判
断
は
，

調
停
■
が
よ
く
実
態
に
即
し
て
い
け
ば
、
い

ろ
い
ろ
調
査
も
さ
れ
、
研
究
も
さ
れ
た
結
果

に
よ
り
ま
し
て
、
そ
こ
ま
で
調
停
の
内
容
と

し
て
含
む
か
、
ま
た
は
そ
れ
は
自
後
の
解
決

に
ゆ
だ
れ
る
か
は
、
判
断
き
る
べ
き
性
格
の

も
の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

０
千
葉
千
代
世
君
　
誤
解
が
あ
る
と
い
け
ま

ま
ル
の
で
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
、
こ
の
法
案
が
教
員
の
給
与
と
か
、．
人

事
の
面
に
適
用
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う

見
解
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
点
で
、
今
の
局
長
さ
ん
の

御
説
明
の
と
お
り
な
ん
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
現
在
お
勤
め
に
な
っ
て
い
る
方
々
が
、

こ
の
紛
争
の
た
め
に
俸
給
を
も
ら
え
な
い
わ

け
で
し
ょ
う
、
結
局
は
。
そ
う
す
る
と
、
非

常
な
損
失
を
こ
う
む
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
の
点
だ
け
の
損
失
の
回
復
に
つ
い
て

調
停
の
内
容
に
盛
っ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
、
こ
，
い
う
こ
と
で
御
質
問
申
し
上

げ
た
わ
け
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
、
こ
の
法
案
が

普
通
の
人
事
と
か
、
給
与
と
か
に
波
及
さ
れ

る
こ
と
は
、
こ
れ
は
厳
に
慎
し
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ん
で
、
こ
れ
は
極
力
排
除
し
て
い

く
、
こ
う
い
う
点
に
つ
い
て
は
同
感
で
ご
ざ

い
ま
す
。

続
い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
け
れ
ど
も
、

私
立
学
校
に
つ
い
て
は
文
部
大
臣
が
解
撤
権

を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
、
学
校
の
解
散

糧
「
そ
う
す
る
と
、
こ
の
解
散
権
と
い
う
の

は
、
今
ま
で
文
部
大
臣
が
行
使
し
た
こ
と
が

あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
．

０
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

デ
」
ざ

い
ま
せ

ん
。
Ｏ
千
葉
千
代
世
君
　
そ
う
す
る
と
ゝ
解
散
権

と
申
し
ま
し
て
も
、
学
校
そ
の
も
の
を
解
散

し
て
し
ぎ
う
、
こ
の
法
律
は
そ
う
で
は
な
く

て
、
理
事
者
の
首
の
す
げ
か
え
、
と
い
う
言

葉
は
何
で
す
が
、
そ
の
入
れ
か
え
を
主
と
し

た
法
案
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

０
政
府
委
員
０
フ江
清
君
）

解
散

の
よ
う

な
、
学
校
の
い
わ
ば
死
刑
処
分
に
も
当
た
る

よ
う
な
処
分
は
、
こ
れ
は
万
や
む
を
得
ぎ
る

最
後
の
手
段
と
し
て
と
ら
る
べ
き
も

の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
に
あ
ら
ゆ
る
措

置
を
講
じ
て
、
そ
の
よ
う
な
最
悪
の
事
態
は

避
け
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
．

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
法
律
の
建
前
は
、
そ
の

解
散
に
至
ろ
ま
で
の
法
的
な
手
続
、
法
的
な

制
度
が
欠
け
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
そ
れ
を
こ
の
よ
う
な
制
度
に
よ
っ
て
補

い
ま
し
て
、
解
散
の
よ
う
な
最
悪
の
事
態
を

避
け
よ
う
と
い
う
の
が
こ
の
法
律
の
建
前
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｏ
千
葉
千
代
世
君
　
そ
う
し
ま
す
と
、
先
ほ

ど
御
指
摘
に
な
っ
た
こ
の
名
城
大
学
は
、
非

常
に
学
校
全
体
が
協
力

一
致
し
て
、
よ
い
学

校
に
育
て
て
い
こ
う
と

一
生
懸
命
に
な
，
て

い
る
最
中
だ
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
理
事
者

の
紛
争
の
た
め
に
円
滑
な
運
営
を
欠
い
て
い

る
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
さ
え
除
い
て
い
け
ば
こ

の
学
校
は
隆
々
発
展
さ
し
て
い
け
る
と
、
こ

う
い
う
見
通
し
の
も
と
に
こ
の
法
案
が
で
き

た
わ
け
で
す
か
。
ヽ

Ｏ
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

基
本
的
に
は
そ

う
考
え
て
よ
ろ
し
い
、
ま
た
考
え
た
い
の
で

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
率
直
に
申
し
上
げ
ま

す
な
ら
ば
、
私
は
そ
の
理
事
者
の
紛
争
だ
け

が
名
城
大
学
の
現
在
の
問
題
で
あ
る
と
い
タ

ふ
う
に
断
定
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
ヤ
て

は
、　
一
ま
つ
の
疑
念
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
率
直
に
言
い
ま
す
な
ら
ば
、
理
事
者

相
互
の
間
の
紛
争
の
み
な
ら
ず
、
学
校
全
体

が
こ
の
紛
争
に
つ
い
て
反
省
し
、
全
部
が
今

後
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の
学
校
を
再
建
す
る

と
い
う
か
ま
え
を

一
そ
う
強
く
持
ち
．　
一
そ

う
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
か
よ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と

は
、
私
、
紛
争
の
実
態
に
つ
い
て
十
分
調
査

し
た
結
果
の
発
言
で
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す

が
、
た
だ
い
ま
の
御
発
言
に
関
連
し
て
、
た

だ
単
に
役
員
相
互
だ
け
の
問
題
だ
と
こ
の
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
に
は
、
や
や
疑
念
を

持
っ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｏ
千
葉
千
代
世
君
　
こ
の
問
題
に
関

し
て

は
、
前
国
会
等
に
お
い
で
、
地
元
の
杉
浦
委

員
初
め
衆
参
両
院
の
皆
さ
ん
が
、
壌
際
の
立

場
か
ら
、
ど
う
し
て
も
早
く
こ
の
紛
争
を
処

理
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
と
い
う
こ
と

で
、
法
案
の
用
意
が
な
さ
れ
て
お
っ
た
わ
け

で
す
。
私
も
昨
年
学
校
に
行
っ
て
み
ま
し

て
、
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
早
く
解
決
し
て
、
そ

し
て
学
生
た
ち
も
安
心
し
て
、
希
望
を
持
っ

て
、
そ
し
て
勉
強
で
き
る
と
、
こ
う
い
う
安

定
し
た
環
境
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
法
案
に
つ
い
て
は
ゞ
時
限
立

法
で
も
あ
る
し
、
そ
れ
か
ら
特
定
な
学
校
に

適
用
さ
れ
る
、
こ
う
い
う
こ
と
で
、
あ
と
は

、ほ
か
に
適
用
の
考
え
も
な
い
よ
う
に
伺
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
や
む
を
得
な
い
処
置
で
あ

る
と
思
っ
て
賛
成
し
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す

が
、
ほ
か
の
私
立
学
校
関
係
の
方
に
そ
れ
ぞ

れ
意
見
を
聞
い
て
み
た
わ
け
で
す
。
そ
う
し
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一
れ
に
つ
い
て
政
府
の
ほ
う
で
は
ど
の
よ
う
な

見
解
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

Ｏ
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
先
般
、
衆
議
院
の
ほ
う
で
も
、
大
臣

か
ら
の
御
説
明
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
私
ど
も
は
こ
の
法
律
の
乱
用
と

い
ぅ
よ
う
な
こ
と
は
毛
頭
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
こ
と
自
倅
が
遺
憾
な
こ
と
で
あ

る
と
考
え
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
法
律
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

名
城
大
学
以
外
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ル
．
　

・ 一
裁
ど
謄
知
り
む
％
¨
”
裁
電
湖
脚
翻
睡
可
め

れ
は
青
数
の
ほ
う
が
私
は

い
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
衆
議
院

の
ほ
う

で

ち
ょ
っ
と
問
い
て
み
ま
し
た
ら
、
偶
数
で
も

差
し
つ
か
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
御
答
弁
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
重
ね
て
何
い

ま
す
．

そ
れ
か
ら
当
事
者
の
変
更
、
議
事
手
続
の
公

開
、
調
停
の
記
録
、
合
意
に
よ
る
調
停
成
立

の
報
告
等
、
ま
た
は
調
停
案
の
所
轄
庁

へ
の

報
告
と
か
、
調
停
打
ち
切
り
の
場
合
の
通
知

と
か
、
網
停
の
取
り
下
げ
と
か
、
調
停
委
員

の
解
任
、
調
停
委
員
の
選
任
、
そ
の
他
欄
停
委

員
の
義
務
と
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
項
目
を

一
応
予
定
し
て
研
究
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

Ｏ
千
秦
千
代
世
君
　
も
う
一
つ
、
戻
り
ま
す

で
す
か
、
こ
の
法
案
の
権
限
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
点
の
御
用
意
は

ご
ざ
い
ま
す
で
し
よ
う
か
。

Ｏ
政
府
委
員
（杉
江
清
３

　
ま
あ
常
識
的
に

は
、
お
っ
し
ゃ
る
意
味
は
十
分
わ
か
り
ま
す

が
、
具
体
的
に
そ
れ
を
入
れ
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
十
分
検

討
し
て
、
最
善
の
調
停
委
員
を
選
ぶ
よ
う
に

努
め
た
い
と
考
え
ま
す
一

０
千
葉
千
代
世
君
　
そ
れ
か
ら
十
条
の
と
こ

上
、
み
だ
り
に
訴
え
を
起
こ
す
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
や
め
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
こ
の
法
律
は
、

不
可
能
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
裁
判
を
受
け
る
権
利

を
何
ら
憫
限
し
て
い
る
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
こ
の
法
律
が
憲
法
に
達
反
す
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
、
毛
頭
考
え
ら
れ
な
い
も

の
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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が
、
覇
停
が
成
立
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、

こ
れ
は
必
要
に
応
じ
て
は
、
所
轄
庁
が
そ
の

役
員
の
解
職
を
勧
告
し
、
ま
た
は
、最
終
的
に

は
解
職
す
る
権
限
を
与
え
て
い
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
こ
と
と
、
い
ゎ

，
″
裁
判
所
に
訴
た
を
ュ
Ｌ
ナ
こ
と
と
は
、、

こ
れ
と
は
別
個
の
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
調

畔
「
誡
置
崚
鰐
＝
げ
量
わ
ｎ
”
れ
馬
理
が
晰

分
が
行
な
が
れ
た
後
に
お
い
て
、
な
お
、　
・地

方
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
、
ま
た
は
行
政

裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
可
格
で

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
た
だ
い
ま
申
さ
れ
た
よ

う
に
、
調
停
が
開
始
さ
れ
た
以
上
は
、
同
時

ヒ
、
ま
た
そ
の
調
停
の
手
続
の
進
行
中
、
訴

え
を
起
こ
す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
れ

は
道
義
的
に
避
け
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
し
、

冒
停
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
は
、
む
し
ろ

現
在
提
起
さ
れ
て
お
り
ま
す
訴
え
す
ら
取
り

下
げ
る
く
ら
ド
の
関
係
者
の
御
配
慮
が
あ
れ

ば
、
非
常
に
う
ま
く
い
く
と
考
え
て
い
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

０
千
葉
千
代
世
君
　
ま
だ
こ
ま
か
い
こ
と
を

質
問
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
審
議
の
中

で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
法
案
が

乱
用
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
教
職
員
の

人
事
と
か
、
給
与
と
か
の
面
に
つ
い
て
、
紛

争
の
内
容
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
れ
は

関
係
し
な
や
、
こ
う
い
ぅ
ふ
ぅ
な
大
ま
か
な

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
ま

か
い
質
問
ヽ
し
た
一
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

て
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

Ｏ
米
日
勲
君
　
関
連
質
問
”
文
部
大
臣
に
お

ぜ
ら
れ
た
と
思
う
が
、
な
ぜ
現
行
法
規
の
範

囲
内
で
、
こ
の
紛
争
が
解
決
で
き
な
く
て
、

新
し
く
法
律
案
を
提
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
の
か
、
大
臣
の
見
解
を
お
聞
き
し

ま
す
．

０
日
務
大
臣
（薇
木
萬
壽
夫
君
）

現
行
法
で

は
い
一
や
し
く
も
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
を

■
的
と
し
て
設
立
さ
れ
ハ
認
可
さ
れ
た
学
校

漁
人
内
部
に
お
い
て
、
本
来
の
学
校
の
運
営

そ
れ
自
体
が
困
難
に
陥
っ
て
、
学
生
に
迷
惑

を
か
け
、
学
校
の
信
用
を
落
と
す
な
ど
と
い

う
運
営
の
仕
方
を
す
る
理
事
者
は
、
あ
る
は

ず
が
な
い
Ｌ
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
と
穏

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
い
う
前
提
の

ゆ
え
に
、
類
例
の
な
い
、
お
そ
ら
く
前
古
未

曾
有
の
紛
争
の
具
体
的
な
事
例
ど
こ
こ
に
展

開
し
て
お
る
例
と
い
う
も
の
は
、
今
後
に
向

か
っ
て
ゼ
ロ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
わ
け

で
す
が
、
現
在
の
法
律
が
、
今
申
し
上
げ
た

よ
う
な
こ
と
を
大
前
提
と
し
て
お
り
ま
す
が

ゆ
え
に
、
異
例
の
か
よ
う
な
紛
争
に
対
し
ま

し
て
は
無
力
で
あ
る
。
裁
判
ぎ
た
に
訴
え

て
、
お
互
い
が
、
い
わ
ば
泥
試
合
的
な
相
互

訴
え
を
提
起
す
る
と
い
う
こ
と
に
ま
か
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
自
体
、
あ
り
得
ぎ
る
こ
と
が

起
こ
っ
て
お
る
現
象
と
思
う
わ
け
で
ぁ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
，
現
行
法
で
は
処
置
が
で

き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
現
行
法
を
も

し
最
終
的
に
適
用
す
る
と
仮
定
し
ま
す
な
ら

ば
、
私
立
学
校
法
六
十
二
条
で
ご
ざ
い
ま
す

か
、
解
散
を
命
ず
る
と
い
う
に
か
に
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
た
先
ほ
ど
来
、
政
府

委
員
が
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
解
散
権
限
は

い
の
期
待
を
持
っ
て
規
定
さ
れ
て，
い
る
と
想

像
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
か
り

に
そ
の
伝
家
の
宝
刀
を
抜
い
て
み
ま
し
て

も
、
何
ら
学
校
法
人
そ
の
も
の
の
紛
争
の
解

決
に
な
ら
な
い
。
特
に
在
学
し
て
お
る
学
生

の
教
育
を
受
け
る
立
場
を
ど
う
処
理
す
る
か

と
い
う
具
体
問
題
の
解
決
に
は
何
ら
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
、
解
散
権
限
が
あ

り
な
が
ら
行
使
で
き
な
か
っ
た
状
態
で
今
桐

ま
で
き
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
ほ
と
ん
ど
法
が
予
想
し
な
か
っ

た
よ
う
な
事
態
も
現
に
超
こ
っ
て
お
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
当
面
の
難
問
題

を
処
理
す
る
の
に
、
最
小
限
度
に
必
要
な
規

定
を
整
備
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
法
案
を
立

案
し
、
御
審
議
を
願
っ
て
お
る
よ
う
な
次
第

で
あ
り
ま
す
。

Ｏ
米
田
勲
君
　
こ
の
法
律
案
を
腐
立
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
私
学
の
船
争
、
現
在
起
こ
っ

て
お
る
紛
争
を
解
決
で
き
る
と
い
ぅ
見
通
し

に
立
っ
て
お
る
の
か
ど
う
か
、　
こ
れ
が

一

点
。
も
う

一
つ
は
、
こ
う
い
う
法
案
を
出
す

と
、
大
学
の
自
治
と
の
関
係
が
な
か
な
か
問

題
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
こ
の

法
案
は
、
大
学
の
自
治
と
の
関
係
、
大
学
の

自
治
を
侵
す
と
い
う
よ
ぅ
な
こ
と
に
乱
用
さ

れ
な
い
と
い
う
配
慮
が
条
文
の
ど
こ
に
さ
れ

て
い
る
の
か
、
こ
２

烹
を
お
聞
き

し
ま

ｔＯ
日
務
大
臣
（荒
木
寓
壽
夫
君
）

こ
の
法
律

・案
を
決
定
し
て
い
た
だ
け
ば
解
決
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
で
き
る
と
思
い
ま
す
と
言
い
ば

・
な
し
て
は
十
分
で
な
い
よ
う
で
す
け
れ
ど

褻

鸞

一
騨

一
購

軽

着
は
全
然
な
い
と
私
ど
も
思
っ
て
お
り
ま
・

ナ
“
大
学
０
自
治
と
い
う
の
は
、
じ
ど
，
と

学
問
の
自
由
、
研
究
の
自
由
と
い
ぅ
立
場
を

基
本
線
と
い
た
し
ま
し
て
、
大
学
の
自
治
が

主
張
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
は
一
点
の
変
わ

り
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
学
校
法
人
は

学
校
を
経
営
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
と
ら

れ
ま
し
た
制
度
で
あ
っ
て
、
学
校
法
人
そ
れ

自
体
に
学
問
の
自
由
的
な
自
治
権
と
い
う
も

の
は
何
ら
な
い
わ
け
な
ん
で
、
む
し
ろ
学
校

を
円
満
に
正
常
な
姿
で
運
営
す
る
責
任
こ
そ

あ
れ
、
今
，
名
城
大
学
の
紛
争
み
た
よ
う

な
、
学
校
本
来
の
事
業
を
没
却
し
た
よ
う
な

こ
と
に
す
る
自
由
は
な
い
わ
け
て
、
徹
底
的

に
聞
違
っ
て
お
る
面
だ
け
し
か
存
在
し
て
な

い
と
い
う
こ
と
と
私
は
理
解
し
ま
す
。
繰
り

返
し
ま
す
れ
ば
、
大
学
の
自
治
と
い
う
こ
と

が
、
本
来
学
問
の
自
由
、
研
究
の
自
由
に
根

ざ
し
て
お
る
限
り
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
案

は
、
具
体
的
に
中
せ
ば
名
城
大
学
の
大
学
の

自
治
と
は
何
ら
か
か
ゎ
り
が
な
い
、
こ
う
い

う
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｏ
米
口
熱
君
　
私
は
今
の
文
部
大
臣
の
答
弁

で
、
こ
の
法
案
を
成
立
さ
せ
て
、
こ
の
法
律

に
基
づ
い
て
措
置
が
進
む
こ
と
に
よ
っ
て
名

城
大
学
の
紛
争
は
解
決
で
き
る
と
文
部
大
臣

が
明
確
に
答
弁
し
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
き

ま
す
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
は
、
大
学
の
自
治

を
、
こ
の
法
律
が
発
効
に
な
っ
て
、
措
置
が

と
ら
れ
て
い
っ
て
も
全
ぐ
侵
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
、
ご
う
い
ヶ
ふ
う
に
大
臣
が
答
弁
を

し
た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
の
第
四
条
に
調
停
委
員

一餞一勁爆四脚Ⅵ鋼燎い秘̈
融れ裁購” 所

轄
庁
は
任
命
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
法

案
を
読
ん
で
み
る
と
、
田
停
委
員
会
の
よ
う

な
も
の
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
ら
な
い

よ
う
に
理
解
を
さ
れ
る
が
、
調
停
委
員
会
と

い
う
も
の
を
持
つ
の
か
、
持
た
な
い
の
か
。

持
つ
と
す
れ
ば
法
律
の
ど
こ
に
そ
れ
を
う

た
つ
て
お
る
の
か
と
い
う
疑
間
が

一
つ
。
そ

れ
か
ら
こ
０
調
停
委
員
薗
か
，
た
五
人
で
構

成
す
る
と
す
れ
ば
、
委
員
長
と
い
う
ふ
う
な

も
の．を
法
律
の
上
か
、
政
令
の
上
で
特
に
責

任
者
と
し
て
の
職
権
を
持
た
せ
て
投
け
る
０

か
ど
う
か
、
こ
テ
一
う
疑
間
が
も
う
一
つ
。

そ
れ
に
関
連
し
で
第
六
条
に
、冒
頭
に
、
「調

停
委
員
は
ご

と
書
い
て
あ
る
。
そ
う
す
る

と
、
こ
れ
は
騒
停
委
員
が
五
人
い
る
場
合
に

は
、
委
員
会
で
は
な
い
か
ら
、
調
停
委
員
と

な
れ
ば
五
人
の
う
ち
の
特
定
の
一
人
と
い
う

こ
と
に
も
解
釈
さ
れ
る
。
そ
の
五
人
の
中
の

特
定
の
一
人
の
調
停
委
員
が
、
個
人
の
判
断

で
こ
の
六
条
に
規
定
さ
れ
て
お
る
よ
う
な
行

為
を
と
れ
な
の
か
ど
う
か
、
こ
の
点
に
つ
い

て
ひ
と
つ
御
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｏ
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

こ
の
開
停
委
員

藤辞
絆
緯
津蟹
競
輪
梓器

一調
停
に
当
た
る
と
い
う
α
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

一ん
。
調
停
委
員
は
調
停
委
員
全
体
と
し
て
調

停
を
行
な
う
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
こ
と

は
、
輌
停
案
の
作
成
に
は
全
員
の
一
致
を
必

四



ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
建
前
は
全
員
の
一

致
が
建
前
で
、
し
か
し
、
調
停
案
の
作
成
以

外
に
お
い
て
必
ず
す
べ
て
の
場
合
に
全
員

一

数
と
い
う
こ
と
を
法
的
に
は
求
め
て
お
り
ま

せ
ん
。
そ
の
辺
の
こ
と
は
攻
令
で
規
定
し
て

出
す
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｏ
米
日
勲
君
　
私
は
ど
う
も
あ
な
た
の
説
明

で
は
納
得
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
本
法
の

中
に
調
停
委
員
会
と
い
う
性
格
を
ヶ
た
わ
な

い
で
、
政
令
に
持
っ
て
い
っ
て
う
た
お
，
と

し
て
い
た
り
、
本
法
に
は
こ
の
調
停
委
員
の

中
の
代
表
者
と
い
う
か
、
責
任
者
と

い
う

か
、
そ
う
い
う
も
の
を
設
け
る
こ
と
を
法
的

に
は
規
定
し
て
お
ら
ぬ
の
に
、
政
令
に
持
っ

て
い
っ
て
そ
れ
を
定
め
よ
う
と
し
て
お
る
と

い
う
こ
と
は
、
法
案
そ
の
も
の
が
不
備
な
の

で
は
な
い
か
。
特
に
第
六
条
と
第
八
条
を
比

べ
て
み
る
と
、
第
六
条
は

「
調
停
委
員
は
、」

と
な
っ
て
、
明
ら
か
に
こ
れ
は
個
人
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
第
八
条
は
、
「稲
停
委
員
の
全
員
の

一
致
を
も
っ
て
」
と
わ
ぎ
わ
ぎ
断
わ
っ
て
あ

る
。
第
八
条
の
場
合
は
、
し
た
が
っ
て
、
そ

の
う
ち
の
数
人
が
合
意
し
て
も，、
調
停
委
員

会
の
全
員
の
一
致
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
八
条

の
法
律
に
あ
て
は
ま
る
行
動
は
と
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
六
条
に
は
調
停
委
員
の
全
員
の
一

致
を
も
っ
て
と
か
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い

し
、
も
ち
ろ
ん
調
停
委
員
会
云
々
と
い
う
こ

と
は
な
い
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
も
六
条

と
八
条
を
対
照
し
て
み
て
も
、
今
の
本
法
と

政
令
と
の
関
係
か
ら
み
て
も
、
ど
う
も
調
停

委
員
が
個
人
と
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
な
ふ

う
に
法
案
は
見
受
け
ら
れ
る
し
、
そ
う
い
う

懸
念
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、

本
法
の
中
に
調
停
委
員
会
と
い
う
も
の
が
な

く
、
こ
の
委
員
会
の
委
員
長
と
い
う
も
の
は

法
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
政
令
で

そ
れ
を
き
め
る
と
い
つ
て
も
、
法
律
上
の
権

限
は
委
員
長
に
な
っ
た
者
に
は
与
え
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
、
本
法
に
う
た
っ
て
い
な

い
か
ら
。
こ
う
い
ぅ
懸
念
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
点
は
ど
う
で
す
か
。

０
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

こ
の
自
停
制
度

に
お
き
ま
す
他
の
例
も
、
通
常
、
同
様
の
形

を
持
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
具

体
的
な
こ
と
は
政
令
に
十
三
条
で
委
任
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
で
規
定
す
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
調
停
委
員
と
い
う
も
の

を
、
調
停
委
員
と
あ
る
か
ら
直
ち
に
個
人
で

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
ふ
う
に

は
必
ず
し
も
読
め
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の

辺
の
明
確
さ
は
、
だ
か
ら
政
令
で
明
ら
か
に

す
れ
ば
足
り
る
と
い
う
考
え
で
あ
り
ま
す
。

Ｏ
米
田
勲．君
　
文
部
大
臣
、
法
律
と
い
先
の

は
、
で
き
る
だ
け
国
民
に
理
解
さ
れ
る
よ
う

に
作
．夕
べ
き
で，
な
い
か
、
し
か
も
、
ま
ぎ
．ら

わ
し
い
と
こ
ろ
を
で
き
る
だ
け
避
け
る
よ
う

に
法
律
は
作
る
べ
き
で
な
い
か
と
思
う
の
で

す
、
常
識
的
に
。
今
の
局
長
の
答
弁
だ
と
、

今
ま
で
大
体
の
例
が
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
る
と
い
ヶ
答
弁
だ
が
、
私
は
そ
う
い
う

こ
と
は
理
由
に
な
ら
ぬ
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
と

こ
ろ
が
み
っ
た
り
、
不
備
が
あ
れ
ば
、
や
は

り
新
し
く
作
る
法
律
案
の
中
で
は
、
き
ち
っ

と
そ
の
不
備
を
補
う
と
か
、
ま
ざ
ら
わ
し
い

点
が
な
い
よ
う
に
法
案
を
作
り
上
げ
る
と
い

う
必
要
が
あ
る
の
じ
、ゃ
な
い
か
。
特
に
私
は

第
六
条
と
第
八
条
の
関
係
に
つ
い
て
見

て

も
、　
一
方
は

「
諷
停
委
員
．の
全
員
の
一
致
」

だ
、
一
方
は

「調
停
委
員
は
ご
と

し
て
お

る
、
こ
れ
は
私
の
よ
う
な
疑
義
を
持
つ
こ
ｔ

は
、
こ
の
法
律
を
国
民
が
見
た
場
合
、
当‐
然

起
い」
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。
少
な
く
と
も
こ
う

い
う
む
ず
か
し
い
調
停
紛
争
に
当
た
る
場
合

に
は
、
調
停
委
員
個
人
と
し
て
の
活
動
が
あ

る
こ
と
は
一
そ
う
紛
争
を
む
ず
か
し
く
し
て

し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
、
特
に
こ
う
い
う
場

合
に
は
調
停
委
員
全
員
の
合
意
に
よ
っ
て
常

に
行
動
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
望

ま
し

い

し
、
そ
う
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
な

い

か
。
そ
の
こ
と
を
な
ぜ
法
案
の
上
に
き
ち
っ

と
体
裁
を
と
ら
な
い
の
だ
。
政
令
に
み
ん
な

そ
れ
を
ゆ
だ
ね
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
考

え
方
は
本
来
是
正
す
べ
ぎ
で
な
い
か
、
法
案

を
作
成
す
る
際
に
。
特
に
本
法
に
う
た
っ
て

い
な
い
■
う
な
権
限
だ
と
か
、
性
格
を
政
令

に
よ
っ
て
う
た
う
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は

逆
転
し
て
い
な
い
か
と
思
う
、
考
え
方
が
．

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
文
部
大
臣
の
見
解
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

Ｏ
目
務
大
臣
（荒
木
萬
壽
夫
君
）

御
指
摘
の

と
お
り
、
法
律
に
調
停
委
員
の
職
能
、
権
限

が
定
め
ら
れ
て
お
る
以
上
の
も
の
を
攻
令
で

規
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
思

い
Ｆ
す
ｏ
も．
し
政
令
で
事
実
上
―
―
先
刻
、

政
府
委
員
が
事
実
上
の
措
置
と
し
て
委
員
会

と
い
う
よ
う
な
構
成
に
つ
い
て
も
政
令
で
定

め
る
予
定
で
あ
る
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も
調
停
委
員
二
人
な
い
し
五
人

の
調
停
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
便
宜
上
の

手
段
と
し
て
委
員
会
的
な
運
営
を
す
る
事
柄

が
攻
令
で
定
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ

う
と
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
調
停
委
員
が
持
っ

て
い
る
格
限
以
上
Ｑ
■
の
を
、
委
員
会
と
し

て
、
も
し
く
は
委
員
長
と
し
て
権
限
を
持
つ

と
い
う
よ
う
な
内
容
の
政
令
と
い
う
も
の
は

あ
り
得
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｏ
米
田
勲
君
　
そ
れ
で
は
、
こ
の
第
六
条
の

法
案
の
文
章
は
、
「調
停
委
員
は
、」
と
書
か
れ

て
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
個
人
と
し
て
調

停
委
員
が
行
動
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
調

停
委
員
全
員
の
意
見
の
一
致
に
よ
っ
て
行
動

さ
れ
る
こ
と
を
、
表
現
と
し
て
は

「
調
停
委

員
は
、」
と
し
た
の
だ
、
こ
う
い
う
解
釈
を
す

る
こ
と
が
正
し
い
と
考
え
ま
す
か
、
文
部
大

臣
ど
う
で
す
か
。

Ｏ
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

こ
の
種
の
調
停

制
度
に
お
い
て
は
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま

し
た
よ
う
に
、
全
員
の
一
致
を
建
前
と
す
る

も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
ろ
い
ろ

す
べ
て
に
わ
た
っ
で
常
に
全
員

一
数
を
要
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
そ
の

問
題
の
軽
重
に
よ
る
場
合
が
あ
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
調
停
委
員
の
な
す
べ
き
こ
と

のヽ
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
第
八
条
に
規
定
す

る
調
停
案
の
作
成
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
は
全
員

一
数
と
い
う
こ
と
を
明

示
し
て
あ
る
。
建
前
と
し
て
は
全
員

一
数
で

ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
上
こ
の
調
停

を
行
な
い
ま
す
場
合

に
、
事
実
問
題
と
し

て
、
調
停
委
員
が
常
に
一
緒
に
な
っ
て
行
動

す
る
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
期
待
さ
れ
な

い
。
個
々
に
手
分
け
し
て
人
に
会
い
、
ま
た

個
々
の
事
件
を
担
当
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
限
り
に
お

い
て
個

人
々
々
の
行
動
の
幅
を
認
め
て
い
く
と
い
う

よ
う
な
こ
と
が
実
際
に
も
起
こ
る
。
し
か
し
、

ま
た
非
常
に
事
務
的
な
問
題
に
お
い
て
よ
く

相
談
し
て
や
る
と
い
う
よ
う
な
場
合
が
あ

る
。
そ
の
場
合
も
建
前
は
全
員

一
致
の
建
前

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
す
べ
て

を
そ
れ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
ヶ
い
う
ふ
う
な
実
際
上
の
事
務
処
理
と
い

い
ま
す
か
、
こ
の
調
停
の
進
行
に
お
い
て
起

こ
ろ
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
予
想
し
て
、
そ
の

場
合
の
必
要
な
こ
と
は
政
令
に
お
い
て
規
定

す
る
、
こ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
、
そ
う
い

う
問
題
の
処
理
に
つ
い
て
事
実
上
委
員
会
の

よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
い
く
と

い
う

こ
と

は
、
私
は
法
律
の
予
定
し
て
い
な
い
こ
と
で

は
な
い
、
実
施
に
必
要
な
細
則
で
あ
る
、
か

よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

０
米
口
勲
君
　
・あ
な
た
の
御
嗜
弁
の
中
に
、

私
の
問
い
て
い
る
こ
と
を
誤
解
し
て
答
弁
し

て
い
る
個
所
が
あ
る
よ
う
で
す
．そ
れ
は
「調

停
委
員
の
全
員
の
一
致
を
も
っ
て
」
と
い
う

言
葉
を
、
直
ち
に
調
停
委
員
が
五
人
じ
ゅ
ず

つ
な
ぎ
に
な
っ
て
歩
く
こ
と
、
行
動
す
る
こ

と
を
僕
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
あ
な
た
解
釈

し
て
い
る
よ
う
だ
。
調
停
委
員
の
五
人
が
、

何
も
東
の
ほ
う
に
歩
い
た
ら
全
部
五
人
東
に

歩
い
て
い
け
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
て
、
少
な
く
も
こ
の
調
停
委
員
の

人
た
ち
が
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
行
動
ナ

る
場
合
に
は
、
露
停
委
員
全
員
の
了
解
の
も

と
に
行
動
を
し
て
い
く
と
い
う
必
要
が
あ
る

の
し
や
な
い
か
と
い
う
角
度
か
ら
、
調
停
委

員
個
人
と
し
て
の
行
動
と
い
う
も
の
で
は
な

く
、
調
停
委
委
員
全
員
の
意
見
の
一
致
を
も

っ
て
特
定
の
調
停
委
員
が
行
動
を
と
る
。
そ

の
行
動
に
つ
い
て
は
調
停
委
員
の
全
員
は
常

に
知
っ
て
お
る
、
何
の
た
め
に
あ
の
行
動
を

し
て
い
る
の
か
、
そ
う
し
て
行
動

し
た
あ

と
、
そ
の
委
員
は
他
の
人
た
ち
に
は
当
然
報

告
し
、
了
解
を
求
め
る
。
ン」う
い
う
こ
と
が
法

律
上
は
つ
き
り
し
て
お
ら
な
い
と
、
紛
争
を

解
決
す
る
た
め
に
、
こ
う
い
う
法
律
を
作
っ

て
い
よ
い
よ
も
っ
て
個
人
ブ
レ
ー
が
行
な
わ

れ
て
紛
争
を
拡
大
し
て
し
ま
う
と
い
う
懸
念

だ
っ
て
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
私
は
こ

の
第
六
条
の
よ
う
な
う
た
い
方

と
い
う

の

は
、
こ
れ
は
調
停
委
員
全
員
の
意
見
の
一
致

を
得
て
調
停
委
員
が
行
動
す
る
と
い
う
ふ
う

に
解
釈
す
る
こ
と
が
正
し
い
の
で
は
な
い

か
。
あ
な
た
の
答
弁
を
聞
い
て
い
る
と
、
調

停
委
員
の
他
の
委
員
が
何
ら
了
解
し
て
い
な

い
、
知
ら
な
い
こ
と
も
、
こ
の
法
律
で
は
行

動
を
個
人
的
に
と
れ
る
と
い
う
こ
と
も
若
干

許
し
て
お
る
。
私
は
少
な
く
も
所
轄
庁
が
こ

う
い
う
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
に
開
停
委
員

を
任
命
す
る
場
合
に
は
、
少
な
く
も
そ
う
い

う
よ
う
な
配
慮
が
必
要
で
あ

る
、
個
人
プ

レ
ー
を
封
し
て
お
く
．〓
そ
の
こ
と
が
大
事
な

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
あ
え
て
そ
の

第
六
部
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個
人
プ
レ
ー
の
余
地
を
残
し
て
お
る
よ
う
な

答
弁
を
し
て
お
る
の
は
ど
う
い
う
わ
け
で
す

か
。
　
　
　
　
　
　
　
″

０
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

重
要
な
こ
と
に

お
い
て
は
、
全
員

一
致
を
建
前
と
す
る
趣
旨

で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
私
の
申
し
上
げ
る
の

は
、
そ
う
し
て
そ
の
前
に
、
た
だ
い
ま
の
私

が
申
し
上
げ
た

一
斉
に
し
ゅ
ず

つ
な
ぎ

に

な
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ
う
い
う
ふ

う
な
御
趣
旨
に
と
っ
た
答
弁
と
い
う
ハ
う
に

お
考
え
に
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
私
も
そ

う
は
考
え
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
実
際
問
題

と
し
て
個
々
別
々
に
や
る
も
の
も
、
そ
れ
は

全
員
の
了
解
の
も
と
に
や
る
と
い
う
こ
と
を

私
も
考
え
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

そ
う
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
非

常
に
事
務
的
な
処
理
を
要
す
る
問
題
が
起

こ
っ
て
く
る
わ
け
な
ん
で
す
。
た
と
え
ば
こ

の
問
題
は
ひ
と
つ
こ
う
い
う
手
続
で
や
ろ
う

し
ゃ
な
い
か
、
ま
た
、
そ
の
日
程
は
こ
う
い

う
ふ
う
に
し
よ
う
し
ゃ
な
い
か
と
い
う
、
い

ろ
い
ろ
な
事
務
的
な
問
題
の
処
理
は
あ
る
と

思
う
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
私
は
や
は
，
会

議
の
よ
う
な
も
の
を
持
っ
て
話
し
合
っ
て
処

理
を
し
て
い
く
、
こ
う
い
う
場
合
も
あ
り
得

る
と
考
え
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｏ
米
国
勲
君
　
あ
な
た
の
答
弁
を
聞
い
て
い

る
と
、
私
の
言
っ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
こ
と

し
ゃ
な
い
で
す
か
。
会
議
を
持
っ
て
こ
う
い

う
事
務
的
な
こ
と
を
処
理
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
ぅ
こ
と
を
み
ん
な
で
話
ｔ
合
っ
て
、
あ

一

る
特
定
の
調
停
委
員
が
行
動
す
る
、
そ
れ
は

一

全
員
の
意
見
の
一
致
を
も

っ
て
行
動
し
て
い
一

る
こ
と
し
ゃ
な
い
で
す
か
。
い
わ
ゆ
る
個
人

プ
レ
ー
で
は
な
い
。
だ
か
ら
第
六
条
に
い
う

・

よ
う
な
表
現
は
、
調
停
委
員
個
人
が
他
の
委

一
】
赫
都
輸
一
一
一晴
〕
一
一
一『
鳴
な は こ
¨

．
か
。
特
に
私
こ
う
い
う
こ
と
を
大
切
に
思
っ

て
聞
い
て
お
る
意
味
は
、
編
停
委
員
会
と
い

う
も
の
が
法
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い

は
委
員
長
が
法
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
こ
の

懸
念
は
相
当
な
く
な
る
。し
か
し
、
ンヽ
れ
は
五

人
選
ば
れ
れ
ば
五
人
が
調
停
委
員
と
い
う
同

資
格
で
す
よ
、法
律
の
上
で
は
。
そ
う
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、　
一
そ
う
調
停
委
員
が
単
独
で
行

動
を
し
、
ほ
か
の
委
員
に
は
何
ら
そ
の
行
動

の
内
容
が
示
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
い

か
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

こ
の
点
は
あ
な
た
も
何
だ
か
私
の
意
見
を
入

れ
て
う
な
ず
い
て
お
る
個
所
も
あ
る
か
と
思

う
と
、
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
全
員
の
意

見
の
一
致
を
云
々
と
い
っ
て
、
大
し
た
重
要

で
な
い
作
業
が
あ
る
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て

お
る
が
、
颯蟹
百
こ
調
停
す
る
の
に
、
いヽ
の
調
停

委
員
が
重
要
で
な
い
行
動
を
と
る
は
ず
が
な

い
の
で
す
よ
。
皆
す
べ
て
紛
争
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
重
要
な
行
動
を
と
る
は
ず
な

ん
で
す
。
だ
か
ら
ハ
そ
の
行
動
の
中
で
こ
れ

は
重
要
で
な
い
、
こ
れ
は
重
要
だ
と
い
う
区

別
は
つ
け
る
べ
き
で
な
い
と
私
は
思
う
の
で

す
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
の
言
う
よ
う
に
、
重

要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
意
見
の
一
致
を
云
々

と
い
う
、
そ
う
い
う
特
定
す
る
必
要
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
調
停
委
員
は
常
に
こ
の

紛
争
解
滉
に
あ
た
り
、
行
動
に
つ
い
て
は
全

員
の
意
見
の
一
致
を
見
て
行
動
す
る
、
そ
し

て
そ
の
行
動
は
報
告
す
る
と
い
う
よ
う
な
、

そ
う
い
う
運
営
に
よ
っ
て
紛
争
解
決
に
当
た

る
べ
き
だ
と
い
う
私
は
主
張
を
し
て
い
る
の

で
す
。
そ
れ
を
す
っ
き
り
し
て
お
い
て
下
さ

い
。
こ
の
法
案
を
検
討
す
る
と
き
に
、
あ
と

か
ら
に
な
っ
て
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、

お
れ
は
祠
停
委
員
ｔ
ｔ
て
他
の
も
の
と
独
立

し
て
構
限
を
持
っ
て
い
る
の
だ
、
自
分
の
行

動
は
自
由
な
ん
だ
、
他
の
も
の
に
そ
ん
な
こ

と
を
報
告
す
る
必
要
は
な
い
、
こ
う
い
う
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
私
は
あ
え
て
こ

こ
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
す
。
大
臣
ど
う

で
す
か
。
こ
れ
局
長
と
議
論
し
て
も
し
よ
う

が
な
い
か
ら
．

０
日
務
大
臣
翁
磐
Ｔ
寓
コ
夫
君
）

私
も
大

体
、
米
国
さ
ん
の
お
脱
の
ど
お
り
に
解
釈
を

す
べ
き
も
の
と
思
い
ま
す
。
御
指
摘
の
第
八

条
の

「調
停
委
員
の
全
員
の

一
致
を
も
っ

て
」
云
々
と
特
に
書
い
て
お
り
ま
す
の
は
、

少
く
と
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
法
律
上
全

員
が

一
致
し
た
と
い
う
具
体
的
な
表
示
を
必

要
と
す
る
ぐ
ら
い
に
解
釈
す
べ
き
も

の
で

あ
っ
て
、
そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
は
事
実
上
調

停
委
員
が

一
人
で
、
た
と
え
ば
第
六
条
の
場

合
で
も
、
「必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」
、　
一
人
の
目
停
委
員
が
勧
告
す
る
、
そ

の
名
前
で
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

ふ
う
に
も
む
ろ
ん
読
め
ま
す
。
甲
と
い
う
調

停
委
員
が
勧
告
を
し
た
の
に
、
乙
、
丙
、
Ｔ

は
不
同
意
で
ご
ぎ
る
、
勧
告
す
る
こ
と
は
相

な
ら
ぬ
と
い
う
姿
に
お
い
て
あ

る
一
人
が

勧
告
す
る
の
で
な
し
に
、
調
停
委
員
全
員
が

実
際
問
題
と
し
て
は
勧
告
す
る
必
要
を
認
め

た
と
き
に
、
鋼
停

委
員

の
あ
る
人
の
名
に

よ
っ
て
袖
告
を
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得

る
と
い
う
こ
と
に
は
読
め
ま
し
ょ
う
け
れ
ど

も
、
そ
の
と
き
と
い
え
ど
も
、
丁
重
に
扱
う

な
ら
ば
調
停
委
員
全
員
の
名
前
を
連
ね
て
勧

告
す
る
と
い
う
形
式
が
望
ま
し
い
か
も
し
そ

な
い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
全
員

一
致
で
行

動
す
る
場
合
の
運
用
の
方
法
で
あ

っ
て
、
そ

れ
は
政
令
に
よ
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
と
い
う

意
味
で
、
最
後
の
条
文
の
政
令
に
委
任
し
て

お
る
意
味
が
初
め
て
明
瞭
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
繰
り
返
し
申
し
上
げ
ま
す
が
、
第
八
条

の
場
合
は
特
に
全
員

一
致
と
い
う
こ
と
が
法

律
上
明
示
さ
れ
る
必
要
が
、
法
律
上
の
必
要

要
件
と
し
て
特
に
規
定
し
て
あ
る
。
そ
の
他

の
場
合
と
い
え
ど
も
、　
一
人
々
々
が
お
の
お

の
が
全
然
逆
の
反
対
の
見
解
を
と
っ
て
お
っ

て
も
、
あ
る
行
為
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

は
む
ろ
ん
な
い
、
目
停
委
員
の
名
に
お
い
て

勧
告
を
し
、
あ
る
い
は
第
八
条
に
も
い
ろ
い

ろ
出
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
行
為

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
Ｏ
米
田
勲
君
　
大
臣
の
答
弁
は
結
局
あ
れ
で

し
ょ
う
。
六
条
の
よ
う
な
こ
と
を
、
網
停
委

員
個
人
が
勧
告
や
行
動
を
と
る
、
そ
れ
が
望

ま
し
い
、
し
か
し
、
そ
う
い
う
こ
と
は
こ
の

際
は
避
け
る
べ
き
だ
と
思
う
。
こ
の
法
案
の

審
議
の
過
程
に
お
い
て
望
ま
し

い
と
，な
ら

ば
、
そ
の
逆
が
あ
る
。
少
な
く
も
こ
の
法
律

を
出
し
た
建
前
「
法
律
を
審
議
し
た
と
き
の

状
態
に
お
い
て
の
解
釈
で
は
、
八
条
の
場
合

は
特
に
こ
う
い
う
ふ
う
に
厳
義
に
決
定
し
た

が
、
他
の
条
文
の
中
に
あ
る
調
停
委
員
は
、

六
条
の
よ
う
な
こ
と
を
、
開
停
委
員
個
人
が

勧
告
し
た
り
行
動
し
た
り
す
る
、
そ
う
い
う

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
解

釈
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も
そ
う
で
な
い
と
、

第
六
条
の
よ
う
な
こ
と
が
個
人
で
で
き
る
と

す
れ
ば
、
Ａ
は
あ
る
問
題
に
つ
い
て
勧
告
を

す
る
、
Ｂ
は
そ
れ
と
全
て
別
の
勧
告
を
す
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
こ
ん
な
こ
と
で

は
法
律
を
作
る
建
前
が
く
ず
れ
て
し
ま
う
．

こ
の
法
律
を
作
れ
ば
紛
争
が
解
決
で
き
る
と

文
部
大
臣
は
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
、

こ
の
調
停
委
員
百
な
っ
た
何
人
か
の
人
が
、

必
ず
そ
の
お
互
い
の
了
解
の
も
と
に
、
意
見

の
一
致
を
も
っ
て
常
に
行
動
す
る
と
い
う
ふ

う
に
、
法
律
の
建
前
は
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
う

い
う
こ
と
を
確
認
し
て
審
議
し
た
の
で
あ
る

と
い
う
ふ
う
に
し
て
お
い
て
も
ら
わ
な
い

と
、
そ
れ
が
望
ま
し
い
な
ん
と
言

わ
れ
る

と
、
こ
れ
は
ま
た
問
題
が
あ
と
に
残
っ
て
く

２つ。
Ｏ
口
務
大
臣
（荒
木
萬
壽
夫
君
）

あ
な
た
の

よ
う
な
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
意
味
の
こ
と
を

申
し
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
政
令
に
議
っ
て

お
り
ま
す
が
、
政
令
で
か
り
に
六
条
の
場
合

あ
る
い
は
八
条
の
四
項
等
σ
碁
合
、
調
停
委

員
と
い
う
表
現
だ
け
で
、
あ
る
行
為
が
で
き

る
こ
と
を
書
い
て
お
る
よ
う
で
す
が
、
第
八

条
の
調
停
委
員
の
全
員
の

一
致
を
も
っ
て

云
々
と
い
う
こ
と
は
、
法
律
上
の
要
件
と
し

て
全
員
、
い
わ
ば
連
名
で
一
致
し
た
こ
と
を

表
示
す
る
必
要
性
を
特
に
う
た
っ
て
お
る
。

そ
の
他
の
場
合
に
調
停
委
員
と
言
い
っ
放
Ｕ

て
お
る
こ
と
は
、
む
ろ
ん
調
停
委
員
た
る
甲

な
ら
甲
と
い
う
人
の
名
に
お
い
て
勧
告
を
し

ま
し
ょ
う
と
も
、
他
の
残
り
の
調
停
委
員
が

全
部
同
じ
考
え
方
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一
人

の
調
停
委
員
の
何
の
何
が
し
が
勧
告
を
す
る

こ
と
も
あ
り
得
る
と
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ

と
を
、
い
か
な
る
場
合
に
ど
ん
な
ふ
う
に
や

る
か
と
い
う
こ
と
を
政
令
で
定
め
る
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
．
ま
た
、
政
府
委
員
が

申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
二
人
、
五
人
と

い
う
複
数
の
調
停
委
員
が
い
る
の
だ
け
れ
ど

も
、
そ
の
相
互
間
の
意
思
疎
通
と
い
う
便
宜

の
た
め
だ
け
で
も
、
事
実
上
の
、
法
律
上
の

問
題
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
政
令
の
立
場
に

お
け
る
委
員
会
的
な
運
営
の
仕
方
を
き
め
て

お
か
な
い
こ
と
に
は
、
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も

い
か
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
部
分
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
で
，
政
令
で
も
っ
て
、
こ
う
い

う
場
合
は
便
宜
、
政
令
上
の
委
員
長
な
ら
委

員
長
と
い
う
職
名
を
書
い
た
な
ら
ば
、
そ
の

名
前
で
勧
告
を
し
よ
う
し
ゃ
な
い
か
と
か
、

あ
る
い
は
委
員
長
に
あ
ら
ず
と
も
、
鶴
停
委

員
何
が
し
の
名
前
で
勧
告
と
か
そ
の
他
の
行

為
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
し
ゃ
な
い
か
と

い
う
ふ
う
な
こ
と
が
便
宜
的
に
き
め
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
法
律
上
は
、

御
指
摘
の
と
お
り
全
員

一
致
と
明
配
し
た
場

合
は
、
明
ら
か
に
全
員

一
致
，
運
名
に
よ
っ



て
行
動
ナ
ベ
く
、
爾
停
委
員
と
書
き
っ
放
し

Ｔ
の
と
き
は
、
全
員
の
場
合
も
あ
り
得
る
だ
ろ

一
う
し
、　
一
人
の
場
合
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
制
度
上
は
っ
き
り
さ
せ
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
あ
る
な
ら
ば

攻
令
で
定
め
る
、
そ
う
い
う
こ
と
と
理
解
い

た
し
ま
す
．

０
米
田
勲
暑
　
そ
の
点

は
了
解

い
た
し
ま

す
。
と
こ
ろ
で
、
第
四
条
に
、
事
件
ご
と
に

調
停
委
員
を
任
命
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
る

の
だ
が
、　
一
つ
の
事
件
の
最
中
に
調
停
委
員

を
や
め
て
い
た
だ
い
て
、
ほ
か
の
人
を
任
命

す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
る
の
か
ど
う

か
、
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
と
い
う
こ

と
に
こ
の
法
律
は
な
っ
て
お
る
の
か
、
ど
う

か
。　
一
つ
の
事
件
式
事
件
ご
と
に
」
と
な
っ

て
お
る
が
、
こ
の
事
件
ご

と
が
任
期
で
す

ね
、
私
は
そ
う
解
釈
し
て
い
る
。

「事
件
ご

と
に
」
と
書
い
て
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
が
任

期
だ
、
だ
か
ら
、
こ
の
任
期
中
に
死
ん
だ
と

か
、
あ
る
い
は
も
う
全
然
活
動
の
で
き
な
い

よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
と
か
、
病
気
と
か
、

け
が
と
か
、
そ
う
い
う
場
合
を
除
い
て
の
話

で
す
が
、
調
停

委
員

に
な
っ
て
も
ら
っ
た

が
、
都
合
が
悪
い
の
で
途
中
で
や
め
て
も
ら

う
、
ま
た
新
た
な
も
の
を
追
加
補
充
す
る
、

こ
う
い
う
こ
と
で
こ
の
法
律
は
考
え
て
い
る

の
か
ど
う
か
、
局
長
に

お
伺
い
い
た
し
ま

す
。
Ｏ
政
府
委
員
（杉
江
清
君
）

一
般
的
に
そ
う

い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
た
だ
私
ど
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
は
、
そ
の
調
停
委
員
が
学
校
紛
争
に
利

書
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
場
合
は
こ
れ
は
や

め
て
い
た
だ
い
た
に
う
が
い
い
。
で
、
そ
の

趣
冒
の
こ
と
は
政
令
に
規
定
す
る
ンヽ
と
は
適

当
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ｏ
米
口
勲
君
　
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
は

「事

件
ご
と
に
」
と
い
う
の
は
任
期
を
表
わ
し
て

お
る
ん
で
、　
一
つ
の
紛
争
に
つ
い
て
は
大
体

そ
の
途
中
で
更
迭
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
紛
争
に
対
し
て

て
利
害
関
係
を
持
つ
に
至
っ
た
場
合
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
と
、
こ
う
い
う
解
釈
を
し
て

お
い
て
い
い
の
で
す
か
。

Ｏ
政
府
委
員
（
杉
江
清
君
）

き
よ
う
で
ご
ざ

い
ま
す
。

Ｏ
米
田
勲
君
　
こ
の
第
四
条
の
第
二
項
で
す

が
、
「調
停
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。」、
こ

れ
は
、
私
こ
の
際
、
文
部
大
臣
に
よ
く
話
し

て
お
き
ま
す
が
、
政
府
、
あ
る
い
は
そ
の
他

の
人
事
業
件
で
、
よ
く
審
議
を
し
て
お
つ
て

気
が
つ
く
こ
と
は
、
政
府
関
係
の
こ
う
い
う

審
議
委
員
を
任
命
す
る
と
、
非
常
勤
の
人
に

日
当
を
出
す
わ
け
で
す
ね
、
出
勤
ｌ
ｌ
仕
事

を
し
た
人
、
そ
の
日
当
が
、
こ
れ
は
官
房
長

官
に
も
よ
く
言
っ
て
お
る
ん
だ
が
、
ま
だ
是

正
し
な
い
．
千
円
台
で
違
５
な
ら
い
い
け
れ

ど
も
、
百
円
台
で
も
う
ば
ら
ば
ら
に
違
っ
て

い
る
わ
け
で
す
よ
。
だ
か
ら
こ
の
こ
と
を
、

こ
の
法
律
が
発
動
す
る
時
期
に
な
れ
ば
当
然

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
ん
だ
が
、
特
に
文

部
大
臣
は
、
い
い
か
げ
ん
な
金
を
当
て
ず
っ

ぽ
う
に
き
め
る
こ
と
な
く
、
よ
く
今
度
は
統

一
を
す
る
と
官
房
長
官
の
ほ
う
で
も
言
っ
て

い
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
点
は
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
，
一
つ
ぜ
ひ
考
慮
を
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
と
、
現
在
の
こ
う
い
う
委
員
を

任
命
し
た
と
き
の
手
当
の
仕
方
が
非
常
に
ひ

ど
い
ん
で
す
。
こ
の
こ
と
も
い
つ
で
も
人
事

案
件
を
審
議
す
る
際
に
問
題
に
な
り
ま
す
の

で
、
念
の
た
め
に
よ
く
検
討
し
て
下
さ
い
と

い
う
こ
と
を
要
望
し
て
お
き
ま
す
。
時
間
の

関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
関
連
質
問
で
も
あ

る
し
、
以
上
で
終
わ
り
ま
す
。

０
委
員
長
（大
矢
正
若
）

た
だ
い
ま
委
員
の

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
御
報
告
い
た
し
ま

ｔ
泉
山
三
六
君
及
び
宮
沢
喜

一
君
が
委
員
を

辞
任
さ
れ
、
そ
の
補
欠
と
し
て
横
山
フ
ク
君

及
び
山
本
杉
君
が
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

０
委
員
長
（大
矢
正
君
）

速
記
を
と
め
て
下

さ
い
。〔速
記
中
止
〕

０
委
員
長
（大
矢
正
君
）

速
記
を
つ
け
て
下

さ
い
。
他
に
質
疑
の
お
あ
り
の
方
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
．
―
―
他
に
御
発
言
も
な
い
よ
う
で
す

か
ら
、
本
案
に
対
す
る
質
疑
は
尽
き
た
も
の

と
認
め
て
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

「
異
儀
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

０
姜
員
長
（大
矢
正
君
）

御
具
議
な
い
と
認

め
ま
す
。
よ
っ
て
質
疑
は
終
局
い
た
し
ま
し

た
。こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。
御
意
見
の

お
あ
り
の
方
は
賛
否
を
明
ら
か
に
し
て
お
述

べ
を
願
い
ま
す
。

０
千
責
千
代
世
暑
　
私
は
日
本
社
会
党
を
代

表
し
ま
し
て
、
こ
の
法
律
案
に
対
し
て
賛
成

の
意
見
を
述
べ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
第

一
に
、
法
案
の
提
案
理
由
に
も
あ

り
ま
し
た
と
お
り
、
学
校
法
人
の
理
事
や
評

議
員
が
長
期
に
わ
た
っ
て
深
刻
な
紛
争
を
続

け
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る

理
由
が
お
る
に
せ
よ
、
い
や
し
く
も
教
育
の

仕
事
に
携
わ
る
者
が
、
学
校
の
機
能
を
麻
痺

さ
せ
、
停
滞
さ
せ
る
結
果
を
招
く
こ
と
は
ゆ

ゆ
し
い
問
題
で
あ
り
ま
す
か
ら
、　
一
日
も
す

み
や
か
に
そ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
離
脱
さ

せ
、
正
常
な
管
理
運
営
を
は
か
る
た
め
に
は

や
む
を
得
な
い
措
置
で
あ
る
と
存
し
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
案
が
可
決
成
立
を
見
ま
し

て
も
、
法
の
有
効
期
間
を
ニ
カ
年
と
限
定
し

て
、
当
面
す
る
問
題
の
処
理
を
目
標
と
す
る

こ
と
に
と
ど
ま
り
、
私
学
全
般
に
対
す
る
不

当
な
干
渉
や
圧
力
が
所
轄
庁
か
ら
加
え
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
な
く
ち
ゃ

な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
点
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
私
は
当
面
の
事
態
が
早
急

に
解
決
さ
れ
る
こ
と
と
、
将
来
に
わ
た
っ
て

こ
の
よ
う
な
法
律
が
必
要
で
な
く
な
る
こ
と

を
心
か
ら
念
願
し
て
賛
成
の
討
論
と
い
た
し

ま
す
。

Ｏ
委
員
長
（大
矢
正
君
）

他
に
御
発
言
も
な

い
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
討
論
は
終
局
し

た
も
の
と
認
め
て
御
異
議
ご
ざ

い
ま
せ
ん

か
。
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

０
委
員
長
（大
矢
正
君
）

御
異
議
な
い
と
認

め
ま
す
。
よ
っ
て
討
論
は
終
局
い
た
し
ま
し

た
。そ
れ
で
は
こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。

学
校
法
人
紛
争
の
調
停
等
に
関
す
る
法
律
案

を
問
題
に
供
し
ま
す
。
本
案
を
原
案
ど
お
り

可
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
方
の
挙
手
を
願
い

ま
す
。〔賛
成
者
挙
手
〕

０
委
員
長
（大
矢
正
君
）

全
会

一
致
で
あ
，

ま
す
。
よ
っ
て
本
案
は
全
会

一
致
を
も
っ
て

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

な
お
、
本
院
規
則
に
よ
り
ま
す
報
告
書
の

作
成
等
諸
般
の
手
続
は
、
慣
例
に
よ
り
、
こ

れ
を
委
員
長
に
御

一
任
願
い
た
い
と
存
し
ま

す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

０
委
員
長
（大
矢
正
君
）

御
異
議
な
い
と
露

め
、
き
よ
う
決
定
い
た
し
ま
す
。

遠
記
を
と
め
て
下
さ
い
。

〔速
記
中
止
〕

Ｏ
委
員
長
（大
矢
正
君
）

遠
記
を
つ
け
て
下

さ
い
．

０
委
員
長
（大
矢
正
看
）

次
に
、
義
務
教
育

諸
学
校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
に
関
す
る
法

律
案
を
議
麗
と
し
、
審
査
を
進
め
ま
す
。

御
発
言
の
お
あ
り
の
方
は
順
次
御
発
言
を

願
い
ま
す
。

Ｏ
千
葉
千
代
世
君
　
丈
部
大
臣
に
何
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
文
部
大
臣
は
先
般
の
本
会
議
の

席
上
で
、
憲
法
二
十
六
条
の
機
務
教
育
無
償

の
精
神
と
い
う
の
は
、
授
業
料
だ
け
で
は
な

く
て
、
義
務
教
育
全
般
に
わ
た
っ
て
だ
と
、

こ
う
い
う
よ
う
な
意
味
の
所
信
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
と
お
り
で
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

０
目
務
大
臣
（斎
ホ
萬
壽
夫
君
）
　
「全
般
に

わ
た
っ
て
」
と
い
う
気
持
で
は
ご
ぎ
い
ま
せ

ん
が
、
意
晨
二
十
六
条
が
い
い
ま
す

こ
と

は
、
義
務
教
育
と
い
う
以
上
、
代
償
な
し
に

義
務
教
育
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
な
条
件
を
整

備
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
お
る
と
思

い
ま

す
。
そ
こ
で
、
代
償
な
し
に
と
い
う
事
柄
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ

理
解
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
無
償
に
す
べ

き
、
取
扱
う
べ
き
対
象
は
善
遍
的
で
あ

っ

て
、
公
平
無
私
な
性
質
を
帯
び
た
も
の
で
な

い
な
ら
ば
憲
法
二
十
六
条
の
い
う
趣
旨
に
は

合
致
し
な
い
で
あ
ろ
う
、
こ
う
い
う
ふ
う
に

私
と
し
て
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
意

味
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
義
務
教
育
全
般
に
わ

た
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
も
よ
ろ
し

い
か
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が

っ

て
、
地
域
に
よ
り
、
あ
る
い
は
個
人
的
な
好

み
に
よ
っ
て
当
然
差
異
が
出
て
く
る
で
あ
ろ

う
と
い
う
性
質
の
も
の
は
少
な
く
と
も
適
当

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
の
考
え
に
よ
り
ま

す
れ
ば
、
教
育
基
本
法
が
取
り
上
げ
て
お
り

ま
す
よ
う
に
、
授
業
料
は
無
償
と
す
る
と
い

う
こ
と
が
一
番
典
型
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
、

そ
の
次
に
位
す
る
も
の
は
教
科
書

で
あ
ろ

う
、
む
ろ
ん
教
科
書
は
数
種
類
ご
ざ
い
ま
す

第
六
部

文
教
委
員
会
会
議
録
第
十
号
　
昭
和
三
十
七
年
　
一二
月
二
十
七
日
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